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目　次校外学習　10月15日
　　田小学校４年生27名が村の観光名所でもある

黒滝へ行きました。往復３時間の道のりを元気

いっぱい散策しました。

編

　集

　後

　記

　
２
０
２
０
年
９
月
、
本
来
な

ら
今
頃
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
話
題
で
持
ち

き
り
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

そ
れ
が
、
年
初
か
ら
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

影
響
を
受
け
開
催
が
１
年
延
期

と
な
っ
た
。
景
気
は
低
迷
し
、

様
々
な
経
済
対
策
を
打
ち
出
す

も
一
度
下
が
っ
た
も
の
は
な
か

な
か
元
に
戻
り
は
し
な
い
。
そ

ん
な
中
、
安
倍
総
理
が
持
病
の

悪
化
で
退
陣
し
、
菅
内
閣
が
誕

生
し
た
。

　
一
方
、
農
家
で
は
業
務
用
米

が
主
力
の
ま
っ
し
ぐ
ら
が
、
レ

ス
ト
ラ
ン
、
飲
食
店
の
営
業
自

粛
等
の
影
響
に
よ
り
、
過
剰
在

庫
と
な
り
米
価
が
下
落
し
た
。

す
で
に
来
年
度
は
さ
ら
な
る
下

落
が
必
至
と
さ
れ
て
い
る
。

　
す
べ
て
の
業
種
に
悪
影
響
を

与
え
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
、
せ
め
て
最
後
は
年
内
の
ワ

ク
チ
ン
完
成
と
い
う
明
る
い
話

題
で
締
め
く
く
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
吉
田
　
勉
）

皆さんの声を

お聞かせください

委 員 長：坂本　豊

副委員長：柿﨑裕二

委　　員：吉田　勉

委　　員：川﨑憲二

電話　0174－27－2111

　　　（内線900，901）

　村民の皆さんに伝わ

る広報、広聴広報の誌

面作りを目指し、ご意

見、ご要望をお待ちし

ております。

青森県　田村議会

広報編集委員会

■ 第３回定例会（令和元年度決算報告）・・P 2

■ 決算特別委員会審議から・・・・・・・P 4

■ 補正予算　９月議会で何が決まったの・・P 5

■ 一目でわかる審議結果・・・・・・・・P 6

■ ５議員の一般質問（あなたの声を村政に）・・P 8

■ 追跡あれから・・・・・・・・・・・・P18

　
郷
沢
川
に
か
か
る
浜
田
橋
の
海
手
の
擁
壁
が
倒
れ
か

か
っ
て
い
た
箇
所
約
25
メ
ー
ト
ル
を
改
修
工
事
し
ま

し
た
。（
令
和
２
年
度
当
初
予
算
で
可
決
）

　
昨
年
度
工
事
は
終
了
し
て
い
た
国
道
２
８
０
号
線
か
ら

瀬
辺
地
広
瀬
地
区
農
村
公
園
へ
続
く
避
難
道
約
45
メ
ー
ト

ル
が
村
道
７―

３―

12
号
線
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

◀◀ 傍聴をお待ちしています ▶▶

　村政の主役は、村民のみなさんです。

議会だよりでは、スペースの都合上、要

約してありますので、村の今とこれから

をよく知るには、臨場感のある傍聴がイ

チバン！

　12月定例会は、12／８開会予定です。

役場２階でお待ちしています。

― お詫びと訂正 ―

　前号よもぎた議会だより第202号

17ページ農業用機械導入支援事業の

募集状況で数字に誤りがありまし

た。お詫びして訂正いたします。

正　　 19件

誤　　119件

郷
沢
川
護
岸

改
修
工
事

３
０
５
万
円

広
瀬
地
区
避
難
道

追跡 あれから・・・



歳　入
21億3,631万円

歳　出
20億9,641万円

衛生費
1億9,797万円

9.4％

衛生費
1億9,797万円

9.4％

教育費
2億1,771万円

10.4％

教育費
2億1,771万円

10.4％

公債費
1億7,434万円　8.3％

公債費
1億7,434万円　8.3％

消防費
8,527万円

4.1％

消防費
8,527万円

4.1％

商工費
1,380万円　0.7％

商工費
1,380万円　0.7％

農林水産費
1億9,386万円

9.2％

農林水産費
1億9,386万円

9.2％

民生費
5億6,601万円

27％

民生費
5億6,601万円

27％

総務費
4億6,863万円

22.4％

総務費
4億6,863万円

22.4％

議会費
5,497万円

2.6％

議会費
5,497万円

2.6％

国・県支出金
3億3,726万円　15.8％

国・県支出金
3億3,726万円　15.8％

地方交付税
12億4,125万円　58.1％

地方交付税
12億4,125万円　58.1％

村税
2億6,630万円　12.5％

村税
2億6,630万円　12.5％

その他　8,832万円　4.1％その他　8,832万円　4.1％

村債（借金）
5,295万円

2.5％

村債（借金）
5,295万円

2.5％

黒字決算や基準を下回っていれば適正である。

健全化判断比率 令和元年度 早期健全化基準

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

１５.０％

２０.０％

２５.０％

３５０.０％

黒字のためなし

黒字のためなし

２.２％

負担額なし

令和元年度決算　
財政健全化審査「いずれも適正」
財政の健全化は安定しているもの
と判定。（監査委員）

代表監査委員　武井昭夫　監査委員　森　弘美

諸収入など
9,677万円

4.5％

諸収入など
9,677万円

4.5％

繰入金
5,346万円

2.5％

繰入金
5,346万円

2.5％

土木費
1億2,384万円　5.9％

土木費
1億2,384万円　5.9％

令和元年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算及び歳計剰余金

会　　計　　名 歳入総額

21億3,631万円

2,083万円

5億1,555万円

9,030万円

4億9,115万円

18万円

9,554万円

歳出総額

20億9,641万円

2,082万円

5億1,401万円

8,935万円

4億9,079万円

18万円

9,547万円

歳計剰余金

3,990万円

1万円

371万円

 95万円

36万円

0.1万円

7万円

一 般 会 計

学校給食センター特別会計

国民健康保険特別会計

簡易水道事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

宅地造成事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

決 算 審 査 意 見

　村長より提出された決算書等の内容及び計数について審査したところ、法令に
よる様式に従って作成され、計数的に正確であり、内容も正当なものであると認
定した。
　予算執行についてはおおむね適正であると認められるが、村税、国民健康保険
税、介護保険料、水道使用料、住宅使用料の収納率及び収入未済額の解消につい
て、次の点を検討のうえ今後改善してもらいたい。
・決算の各数値から改善傾向がうかがわれるが、不納欠損処理によるところが多

いことから、安易に行うことなく、督促等引き続き滞納額解消に努めること
・水道使用料及び住宅使用料の滞納者には、村の条例や要綱に基づく滞納解消事

務の運用を徹底し、滞納額解消に努めること
・滞納整理機構への徴収委託のみならず、村の全庁体制をとるなど対策が必要で

あること
・時効を完成させることなく、必要に応じて時効中断措置、執行停止措置及び不

納欠損処分など債権管理事務の適正化を図るよう徴収努力すること

令和２年第３回定例会

20億9,641万円は
　　　どう生かされたか

令和元年度こんな事業に使われました

　第３回定例会が、９月８日から11日までの４日間の会期で開催されました。

　今定例会では令和元年度一般会計歳入歳出決算など議案19件を審議し、全案件を

承認、可決しました。

令和元年度一般会計

決 算

カントリーパーク整地工事

郷沢融雪施設キュービクル建替工事 小学校体育館の防災機能強化

ふれあいセンター井水ポンプ等改修工事
温泉のエアコン等設置

堆肥化処理施設
コンプレッサー設置工事 第７分団屯所改修工事

2,423
万円

1,914
万円

2,968
万円

5 2 2
万円

4 6 6
万円

3 9 9
万円

3 4 5
万円
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 議会だより 議会だより 
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敷
設
）

●
関
根
股
沢
川
法
面
保
護
工
事

費
　
　
　
　
　
　
　
　
97
万
円

（
大
型
土
の
う
16
列
２
段
、
32

袋
を
積
ん
で
の
り
面
を
保
護
）

●
長
科
川
法
面
保
護
工
事
費
　

　
　
　
　
　
　
　
１
２
９
万
円

（
大
型
土
の
う
13
列
３
段
、
39

袋
を
積
ん
で
の
り
面
を
保
護
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
費

●
広
報
紙
デ
ジ
タ
ル
化
業
務
委

託
料
　
　
　
　
　
２
９
０
万
円 

●
弘
前
大
学
学
生
食
堂
支
援
事

業
委
託
料
　
　   

１
７
７
万
円

●
リ
フ
ト
バ
ス
は
ま
な
す
号
購

入
費
　
　
　
　
１
４
１
０
万
円

●
避
難
所
感
染
予
防
対
策
事
業

備
品
購
入
費
　
１
７
４
４
万
円

●
電
解
次
亜
水
生
成
装
置
購
入

費
　
　
　
　
　
　
　
　
70
万
円

（
蓬
田
保
育
園
、
ふ
る
さ
と
総

合
セ
ン
タ
ー
、
給
食
セ
ン
タ
ー

に
そ
れ
ぞ
れ
１
台
）

●
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
・
会
議
室
等
空
調

機
能
強
化
等
工
事
（
設
計
監
理

委
託
料
含
む
）
２
５
５
４
万
円

●
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ

ス
テ
ム
整
備
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
７
１
１
万
円

●
庁
舎
外
壁
補
修
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
50
万
円

●
消
防
用
ホ
ー
ス
購
入
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
63
万
円

●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
設

備
時
計
設
置
工
事
費
　
26
万
円

（
屋
外
で
も
時
間
が
分
か
る
よ

う
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

玄
関
前
に
電
波
時
計
を
設
置
）

●
村
道
３―

１―

１
号
線
道
路

改
良
工
事
費
　
　
１
９
５
万
円

（
小
学
校
方
面
か
ら
大
倉
岳
へ

向
か
う
村
道
３―

１―

１
号
線

と
村
道
４―

３―

15
号
線
の
境

の
十
字
路
に
取
水
ま
す
と
自
由

勾
配
側
溝
10
ｍ
を
敷
設
）

●
阿
弥
陀
川
地
区
道
路
舗
装
工

事
費
　
　
　
　
　
　
　
59
万
円

（
コ
メ
リ
北
側
の
未
舗
装
道
路

７
ｍ
を
舗
装
）

●
阿
弥
陀
川
地
区
排
水
路
改
修

工
事
費
　
　
　
　
１
１
５
万
円

（
阿
弥
陀
川
地
区
昭
和
町
に
あ

る
家
庭
用
排
水
路
の
側
溝
を
撤

去
し
て
新
た
に
排
水
溝
37
ｍ
を

●
蓬
田
村
福
祉
灯
油
購
入
費
助

成
金
　
　
　  

　
４
２
１
万
円

（
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
へ

灯
油
50
リ
ッ
タ
ー
分
の
助
成
券

を
交
付
）

●
よ
も
ぎ
た
高
齢
者
応
援
商
品

券
利
用
負
担
金
　
　
　
10
万
円

（
オ
ー
ル
電
化
の
村
営
住
宅
よ

も
っ
と
団
地
入
居
の
高
齢
者
世

帯
へ
よ
も
ぎ
た
高
齢
者
応
援
商

品
券
５
０
０
０
円
分
を
交
付
）

（
木
村
委
員
）
蓬
田

村
で
は
旧
道
２
８
０

号
線
か
ら
陸
奥
湾
に
向
け
て
ポ

ン
プ
車
の
通
路
が
災
害
に
備
え

て
あ
る
。
冬
の
間
、
除
雪
車
は

そ
の
ポ
ン
プ
車
の
通
路
を
除
雪

し
て
く
れ
る
の
で
、
助
か
っ
て

い
る
が
、
そ
の
ポ
ン
プ
車
の
通

路
が
砂
利
道
に
な
っ
て
い
る
箇

所
は
、
春
に
な
れ
ば
石
や
砂
が

海
岸
の
道
路
の
側
溝
に
毎
年
た

ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
草
が
生

え
て
排
水
を
妨
げ
て
い
る
。
村

で
は
、
毎
年
海
岸
の
道
路
の
側

溝
を
清
掃
し
て
く
れ
て
い
る

が
、
中
沢
か
ら
広
瀬
地
区
ま
で

毎
年
順
番
に
や
る
の
で
、
村
の

清
掃
が
追
い
つ
か
な
い
。
除
雪

隊
に
３
月
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
る

前
に
海
岸
の
道
路
の
側
溝
、
特

に
ポ
ン
プ
車
通
路
の
下
に
な
っ

て
い
る
箇
所
を
点
検
し
て
、
整

備
し
て
も
ら
え
な
い
も
の
か
。

（
建
設
課
長
）
去
年

の
よ
う
に
雪
が
降
ら

な
け
れ
ば
い
い
が
、
シ
ー
ズ
ン

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
降
る
場
合
も

や
っ
て
い
る
。
当
然
同
意
を
得

な
い
と
で
き
な
い
の
で
、
今
後

も
滞
納
し
て
い
る
方
々
に
同
意

を
得
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
た
い
。

（

坂

本

委

員

）

以

前
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
は
外
ヶ
浜
町
の
ス
ー
パ
ー

の
マ
エ
ダ
ま
で
延
長
で
き
な
い

か
と
い
う
質
問
を
し
た
が
、
そ

の
後
何
か
調
査
は
し
た
の
か
。

（
総
務
課
長
）
特
別

に
路
線
を
延
ば
す
検

討
は
し
て
い
な
い
。
現
在
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
稼
働
の
状

況
を
見
て
も
、
運
転
し
て
も
ら

う
運
転
手
を
探
す
だ
け
で
も
大

変
で
、
現
状
で
も
ど
う
に
か
回

し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
こ

れ
以
上
延
長
を
増
や
し
て
本
数

を
増
や
す
と
か
、
時
間
の
構
造

を
が
ら
り
と
変
え
る
と
か
な
り

支
障
が
出
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
延
ば
す
よ
う
な
考
え
は
今

の
と
こ
ろ
な
い
。

（
吉
田
委
員
）
農
業

振
興
費
の
報
酬
と
賃

金
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ

る
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

蓬
田
村
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
報
酬
は
、
実
施
隊
の

行
動
に
対
す
る
報
酬
で
あ
る
。

こ
の
実
施
隊
は
猟
友
会
２
人

分
、
90
日
分
の
報
酬
と
な
っ
て

い
る
。
有
害
鳥
獣
対
策
賃
金

は
、
猟
友
会
と
は
別
に
見
回
り

隊
と
し
て
猿
の
出
没
情
報
か
ら

村
内
の
見
回
り
、
設
置
し
て

い
る
わ
な
の
見
回
り
等
を
行
っ

て
い
る
方
へ
の
作
業
賃
金
で

あ
る
。

　回
れ
る
時
間
等
も
賃
金
は
一

般
の
方
で
、
か
け
た
わ
な
を

回
っ
て
も
ら
う
の
に
合
わ
せ
て

見
回
り
、
出
没
情
報
を
見
て
見

回
り
と
し
て
い
る
の
で
、
予
算

は
大
分
多
め
に
見
て
い
る
が
、

こ
ち
ら
の
要
望
に
応
え
て
大
分

見
回
り
は
し
て
も
ら
っ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

(

木
村
委
員
）
住
宅
使

用

料

の

収

納

率

が

年
々
下
が
っ
て
い
る
。
こ
の
ま

ま
滞
納
が
増
え
続
け
れ
ば
、
支

払
う
ほ
う
も
大
変
に
な
っ
て
く

る
が
、
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

(
建
設
課
長)

滞
納
者

に
は
督
促
を
し
な
が

ら
納
付
相
談
を
し
、
徴
収
し
て

も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

（
木
村
委
員
）
５
年

間
滞
納
を
続
け
れ
ば

時
効
と
な
っ
て
不
納
欠
損
で
処

理
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
時
効
と
、
不
納
欠
損
で
処

理
に
関
し
て
、
村
で
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。
５
年
過
ぎ
た

か
ら
時
効
と
し
て
扱
っ
て
不
納

欠
損
で
処
理
す
る
と
な
れ
ば
、

実
に
不
平
等
、
公
平
性
に
欠
け

る
。
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

現
在
の
村
営
住
宅
の
入
居
率
、

入
居
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

（
建
設
課
長
）
時
効

に
も
不
納
欠
損
に
も
せ

ず
納
付
し
て
も
ら
う
よ
う
に
努

め
て
い
き
た
い
。
入
居
率
は
、

よ
も
っ
と
団
地
が
50
戸
中
48
戸

入
居
で
96
％
。
宮
本
団
地
が
30

戸
中
23
戸
入
居
で
76
・
６
％
、

合
計
で
は
88
・
７
％
に
な
る
。

（
川
﨑
委
員
）
住
宅

の
使
用
料
を
納
め
て

い
な
い
人
た
ち
と
話
合
い
を
し

て
、
失
業
な
ど
納
め
ら
れ
な
い

原
因
は
あ
る
と
思
う
が
、
そ
れ

を
調
査
し
て
い
る
の
か
。

（
建
設
課
長
）
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
失
業
し

た
な
ど
の
申
入
れ
が
あ
り
、
増

え
て
い
る
状
態
に
あ
る
。

（
川
﨑
委
員
）
毎
月

満
額
で
な
く
て
も
幾

ら
か
で
も
回
収
し
て
い
か
な
い

と
ず
っ
と
増
え
て
い
く
。
そ
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

（
建
設
課
長
）
満
額

払
え
な
い
場
合
は
何

千
円
で
も
い
い
の
で
納
め
て
く

だ
さ
い
と
滞
納
者
に
は
お
願
い

し
て
い
る
。（

木
村
委
員
）
安
易

に
村
税
の
時
効
が
成

立
し
た
か
ら
落
と
し
て
い
け
ば

い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

や
は
り
回
収
す
る
努
力
は
当
然

必
要
だ
。
収
納
率
を
上
げ
る
と

い
う
意
味
で
は
ど
ん
ど
ん
落
と

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
い
い

の
か
も
わ
か
ら
な
い
が
、
一
般

の
村
民
は
そ
の
よ
う
に
は
感
じ

な
い
と
思
う
。
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

（

税

務

課

長

）

現

在
、
滞
納
整
理
機
構

及
び
県
税
事
務
所
の
協
力
を
得

な
が
ら
徴
収
に
励
ん
で
い
る
と

こ
ろ
だ
。
今
回
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
２
月
頃
か
ら
５
月
に
か
け

て
思
う
よ
う
に
収
納
で
き
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
昨
年

か
ら
漁
師
の
方
に
水
揚
げ
の
１

割
を
納
税
向
け
に
預
金
し
て
も

ら
う
と
い
う
よ
う
な
取
組
も

　
国
保
税
が
高
過
ぎ
て
払
え
な

い
と
い
う
住
民
の
声
は
切
実
で

あ
り
ま
す
。
国
保
制
度
は
市
町

村
か
ら
県
に
移
管
さ
れ
、
ま
す

ま
す
自
治
体
が
独
自
で
行
う
繰

入
れ
を
困
難
に
し
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
と
生
活
を
守
る
政
治
が

求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

住
民
の
負
託
に
応
え
る
の
が
政

治
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い

び
つ
な
国
保
税
を
払
え
る
額
に

下
げ
る
自
治
体
の
努
力
が
必
要

と
考
え
、
依
然
と
し
て
高
い
国

保
税
の
引
き
下
げ
を
求
め
、
こ

の
決
算
に
反
対
を
し
ま
す
。 国保税の引き下げを

　　　　　　坂本　豊

予算総額会　　計　　名 補正金額
28億98万円

2,696万円
5億1,402万円

9,149万円
5億88万円

8,463万円

3,000万円
118万円
－万円

1,069万円

一 般 会 計
特 別 会 計
学 校 給 食 セ ン タ ー
国 民 健 康 保 険
簡 易 水 道 事 業
介 護 保 険

あ
る
の
で
、
担
当
課
で
も
砂
利

道
路
で
押
し
て
い
く
と
こ
ろ
は

気
を
つ
け
て
点
検
し
て
い
き

た
い
。

（千円単位四捨五入）

令和２年度

補正予算
９月議会で何が決まったの

主な事業をピックアップ

決算特別委員会の審議から
決算特別委員会委員長

（柿﨑裕二委員）

主
な
予
算
項
目

住
宅
使
用
料
の
滞
納

コ
ミ
バ
ス
路
線
延
長

農

業

振

興

費

除
排
雪
構
造
物
破
損
補
償
費

村

税

の

滞

納

反
対
討
論

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

審
議
結
果

審
議
結
果

臨
　
時
　
会

臨
　
時
　
会

一
般
質
問

一
般
質
問

 議会だより 議会だより 



敷
設
）

●
関
根
股
沢
川
法
面
保
護
工
事

費
　
　
　
　
　
　
　
　
97
万
円

（
大
型
土
の
う
16
列
２
段
、
32

袋
を
積
ん
で
の
り
面
を
保
護
）

●
長
科
川
法
面
保
護
工
事
費
　

　
　
　
　
　
　
　
１
２
９
万
円

（
大
型
土
の
う
13
列
３
段
、
39

袋
を
積
ん
で
の
り
面
を
保
護
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
費

●
広
報
紙
デ
ジ
タ
ル
化
業
務
委

託
料
　
　
　
　
　
２
９
０
万
円 

●
弘
前
大
学
学
生
食
堂
支
援
事

業
委
託
料
　
　   

１
７
７
万
円

●
リ
フ
ト
バ
ス
は
ま
な
す
号
購

入
費
　
　
　
　
１
４
１
０
万
円

●
避
難
所
感
染
予
防
対
策
事
業

備
品
購
入
費
　
１
７
４
４
万
円

●
電
解
次
亜
水
生
成
装
置
購
入

費
　
　
　
　
　
　
　
　
70
万
円

（
蓬
田
保
育
園
、
ふ
る
さ
と
総

合
セ
ン
タ
ー
、
給
食
セ
ン
タ
ー

に
そ
れ
ぞ
れ
１
台
）

●
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
・
会
議
室
等
空
調

機
能
強
化
等
工
事
（
設
計
監
理

委
託
料
含
む
）
２
５
５
４
万
円

●
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ

ス
テ
ム
整
備
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
７
１
１
万
円

●
庁
舎
外
壁
補
修
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
50
万
円

●
消
防
用
ホ
ー
ス
購
入
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
63
万
円

●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
設

備
時
計
設
置
工
事
費
　
26
万
円

（
屋
外
で
も
時
間
が
分
か
る
よ

う
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

玄
関
前
に
電
波
時
計
を
設
置
）

●
村
道
３―

１―

１
号
線
道
路

改
良
工
事
費
　
　
１
９
５
万
円

（
小
学
校
方
面
か
ら
大
倉
岳
へ

向
か
う
村
道
３―

１―

１
号
線

と
村
道
４―

３―

15
号
線
の
境

の
十
字
路
に
取
水
ま
す
と
自
由

勾
配
側
溝
10
ｍ
を
敷
設
）

●
阿
弥
陀
川
地
区
道
路
舗
装
工

事
費
　
　
　
　
　
　
　
59
万
円

（
コ
メ
リ
北
側
の
未
舗
装
道
路

７
ｍ
を
舗
装
）

●
阿
弥
陀
川
地
区
排
水
路
改
修

工
事
費
　
　
　
　
１
１
５
万
円

（
阿
弥
陀
川
地
区
昭
和
町
に
あ

る
家
庭
用
排
水
路
の
側
溝
を
撤

去
し
て
新
た
に
排
水
溝
37
ｍ
を

●
蓬
田
村
福
祉
灯
油
購
入
費
助

成
金
　
　
　  

　
４
２
１
万
円

（
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
へ

灯
油
50
リ
ッ
タ
ー
分
の
助
成
券

を
交
付
）

●
よ
も
ぎ
た
高
齢
者
応
援
商
品

券
利
用
負
担
金
　
　
　
10
万
円

（
オ
ー
ル
電
化
の
村
営
住
宅
よ

も
っ
と
団
地
入
居
の
高
齢
者
世

帯
へ
よ
も
ぎ
た
高
齢
者
応
援
商

品
券
５
０
０
０
円
分
を
交
付
）

（
木
村
委
員
）
蓬
田

村
で
は
旧
道
２
８
０

号
線
か
ら
陸
奥
湾
に
向
け
て
ポ

ン
プ
車
の
通
路
が
災
害
に
備
え

て
あ
る
。
冬
の
間
、
除
雪
車
は

そ
の
ポ
ン
プ
車
の
通
路
を
除
雪

し
て
く
れ
る
の
で
、
助
か
っ
て

い
る
が
、
そ
の
ポ
ン
プ
車
の
通

路
が
砂
利
道
に
な
っ
て
い
る
箇

所
は
、
春
に
な
れ
ば
石
や
砂
が

海
岸
の
道
路
の
側
溝
に
毎
年
た

ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
草
が
生

え
て
排
水
を
妨
げ
て
い
る
。
村

で
は
、
毎
年
海
岸
の
道
路
の
側

溝
を
清
掃
し
て
く
れ
て
い
る

が
、
中
沢
か
ら
広
瀬
地
区
ま
で

毎
年
順
番
に
や
る
の
で
、
村
の

清
掃
が
追
い
つ
か
な
い
。
除
雪

隊
に
３
月
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
る

前
に
海
岸
の
道
路
の
側
溝
、
特

に
ポ
ン
プ
車
通
路
の
下
に
な
っ

て
い
る
箇
所
を
点
検
し
て
、
整

備
し
て
も
ら
え
な
い
も
の
か
。

（
建
設
課
長
）
去
年

の
よ
う
に
雪
が
降
ら

な
け
れ
ば
い
い
が
、
シ
ー
ズ
ン

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
降
る
場
合
も

や
っ
て
い
る
。
当
然
同
意
を
得

な
い
と
で
き
な
い
の
で
、
今
後

も
滞
納
し
て
い
る
方
々
に
同
意

を
得
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
た
い
。

（

坂

本

委

員

）

以

前
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
は
外
ヶ
浜
町
の
ス
ー
パ
ー

の
マ
エ
ダ
ま
で
延
長
で
き
な
い

か
と
い
う
質
問
を
し
た
が
、
そ

の
後
何
か
調
査
は
し
た
の
か
。

（
総
務
課
長
）
特
別

に
路
線
を
延
ば
す
検

討
は
し
て
い
な
い
。
現
在
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
稼
働
の
状

況
を
見
て
も
、
運
転
し
て
も
ら

う
運
転
手
を
探
す
だ
け
で
も
大

変
で
、
現
状
で
も
ど
う
に
か
回

し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
こ

れ
以
上
延
長
を
増
や
し
て
本
数

を
増
や
す
と
か
、
時
間
の
構
造

を
が
ら
り
と
変
え
る
と
か
な
り

支
障
が
出
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
延
ば
す
よ
う
な
考
え
は
今

の
と
こ
ろ
な
い
。

（
吉
田
委
員
）
農
業

振
興
費
の
報
酬
と
賃

金
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ

る
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

蓬
田
村
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
報
酬
は
、
実
施
隊
の

行
動
に
対
す
る
報
酬
で
あ
る
。

こ
の
実
施
隊
は
猟
友
会
２
人

分
、
90
日
分
の
報
酬
と
な
っ
て

い
る
。
有
害
鳥
獣
対
策
賃
金

は
、
猟
友
会
と
は
別
に
見
回
り

隊
と
し
て
猿
の
出
没
情
報
か
ら

村
内
の
見
回
り
、
設
置
し
て

い
る
わ
な
の
見
回
り
等
を
行
っ

て
い
る
方
へ
の
作
業
賃
金
で

あ
る
。

　回
れ
る
時
間
等
も
賃
金
は
一

般
の
方
で
、
か
け
た
わ
な
を

回
っ
て
も
ら
う
の
に
合
わ
せ
て

見
回
り
、
出
没
情
報
を
見
て
見

回
り
と
し
て
い
る
の
で
、
予
算

は
大
分
多
め
に
見
て
い
る
が
、

こ
ち
ら
の
要
望
に
応
え
て
大
分

見
回
り
は
し
て
も
ら
っ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

(

木
村
委
員
）
住
宅
使

用

料

の

収

納

率

が

年
々
下
が
っ
て
い
る
。
こ
の
ま

ま
滞
納
が
増
え
続
け
れ
ば
、
支

払
う
ほ
う
も
大
変
に
な
っ
て
く

る
が
、
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

(

建
設
課
長)

滞
納
者

に
は
督
促
を
し
な
が

ら
納
付
相
談
を
し
、
徴
収
し
て

も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

（
木
村
委
員
）
５
年

間
滞
納
を
続
け
れ
ば

時
効
と
な
っ
て
不
納
欠
損
で
処

理
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
時
効
と
、
不
納
欠
損
で
処

理
に
関
し
て
、
村
で
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。
５
年
過
ぎ
た

か
ら
時
効
と
し
て
扱
っ
て
不
納

欠
損
で
処
理
す
る
と
な
れ
ば
、

実
に
不
平
等
、
公
平
性
に
欠
け

る
。
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

現
在
の
村
営
住
宅
の
入
居
率
、

入
居
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

（
建
設
課
長
）
時
効

に
も
不
納
欠
損
に
も
せ

ず
納
付
し
て
も
ら
う
よ
う
に
努

め
て
い
き
た
い
。
入
居
率
は
、

よ
も
っ
と
団
地
が
50
戸
中
48
戸

入
居
で
96
％
。
宮
本
団
地
が
30

戸
中
23
戸
入
居
で
76
・
６
％
、

合
計
で
は
88
・
７
％
に
な
る
。

（
川
﨑
委
員
）
住
宅

の
使
用
料
を
納
め
て

い
な
い
人
た
ち
と
話
合
い
を
し

て
、
失
業
な
ど
納
め
ら
れ
な
い

原
因
は
あ
る
と
思
う
が
、
そ
れ

を
調
査
し
て
い
る
の
か
。

（
建
設
課
長
）
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
失
業
し

た
な
ど
の
申
入
れ
が
あ
り
、
増

え
て
い
る
状
態
に
あ
る
。

（
川
﨑
委
員
）
毎
月

満
額
で
な
く
て
も
幾

ら
か
で
も
回
収
し
て
い
か
な
い

と
ず
っ
と
増
え
て
い
く
。
そ
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

（
建
設
課
長
）
満
額

払
え
な
い
場
合
は
何

千
円
で
も
い
い
の
で
納
め
て
く

だ
さ
い
と
滞
納
者
に
は
お
願
い

し
て
い
る
。（

木
村
委
員
）
安
易

に
村
税
の
時
効
が
成

立
し
た
か
ら
落
と
し
て
い
け
ば

い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

や
は
り
回
収
す
る
努
力
は
当
然

必
要
だ
。
収
納
率
を
上
げ
る
と

い
う
意
味
で
は
ど
ん
ど
ん
落
と

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
い
い

の
か
も
わ
か
ら
な
い
が
、
一
般

の
村
民
は
そ
の
よ
う
に
は
感
じ

な
い
と
思
う
。
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

（

税

務

課

長

）

現

在
、
滞
納
整
理
機
構

及
び
県
税
事
務
所
の
協
力
を
得

な
が
ら
徴
収
に
励
ん
で
い
る
と

こ
ろ
だ
。
今
回
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
２
月
頃
か
ら
５
月
に
か
け

て
思
う
よ
う
に
収
納
で
き
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
昨
年

か
ら
漁
師
の
方
に
水
揚
げ
の
１

割
を
納
税
向
け
に
預
金
し
て
も

ら
う
と
い
う
よ
う
な
取
組
も

　
国
保
税
が
高
過
ぎ
て
払
え
な

い
と
い
う
住
民
の
声
は
切
実
で

あ
り
ま
す
。
国
保
制
度
は
市
町

村
か
ら
県
に
移
管
さ
れ
、
ま
す

ま
す
自
治
体
が
独
自
で
行
う
繰

入
れ
を
困
難
に
し
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
と
生
活
を
守
る
政
治
が

求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

住
民
の
負
託
に
応
え
る
の
が
政

治
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い

び
つ
な
国
保
税
を
払
え
る
額
に

下
げ
る
自
治
体
の
努
力
が
必
要

と
考
え
、
依
然
と
し
て
高
い
国

保
税
の
引
き
下
げ
を
求
め
、
こ

の
決
算
に
反
対
を
し
ま
す
。 国保税の引き下げを

　　　　　　坂本　豊

予算総額会　　計　　名 補正金額
28億98万円

2,696万円
5億1,402万円

9,149万円
5億88万円

8,463万円

3,000万円
118万円
－万円

1,069万円

一 般 会 計
特 別 会 計
学 校 給 食 セ ン タ ー
国 民 健 康 保 険
簡 易 水 道 事 業
介 護 保 険

あ
る
の
で
、
担
当
課
で
も
砂
利

道
路
で
押
し
て
い
く
と
こ
ろ
は

気
を
つ
け
て
点
検
し
て
い
き

た
い
。

（千円単位四捨五入）

令和２年度

補正予算
９月議会で何が決まったの

主な事業をピックアップ

決算特別委員会の審議から
決算特別委員会委員長

（柿﨑裕二委員）

主
な
予
算
項
目

住
宅
使
用
料
の
滞
納

コ
ミ
バ
ス
路
線
延
長

農

業

振

興

費

除
排
雪
構
造
物
破
損
補
償
費

村

税

の

滞

納

反
対
討
論

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

審
議
結
果

審
議
結
果

臨
　
時
　
会

臨
　
時
　
会

一
般
質
問

一
般
質
問

 議会だより 議会だより 



　
蓬
田
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

貯
水
槽
等
改
修
工
事
に
つ
い

て
、
指
名
競
争
入
札
を
行
い
、

契
約
金
額
７
０
２
９
万
円
で
三

上
工
務
店
と
の
工
事
請
負
契
約

を
締
結
し
た
。

※

工
事
請
負
契
約
の
金
額
が

５
０
０
０
万
円
を
超
え
る
も
の

は
、
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き

契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は

処
分
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の

規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
が

必
要
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
費

●
蓬
田
紳
装
経
営
継
続
支
援
金

　
　
　
　
　
　
３
０
０
０
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
等
に
よ
り
影
響
を
受

け
て
い
る
株
式
会
社
蓬
田
紳
装

の
今
年
度
の
経
営
を
支
援
し
、

雇
用
の
維
持
と
事
業
の
継
続
を

図
る
と
と
も
に
、
村
民
等
に
蓬

田
紳
装
の
商
品
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ

及
び
オ
ー
ダ
ー
ス
ー
ツ
の
良
さ

を
訴
え
、
新
た
な
顧
客
を
確
保

し
、
生
産
数
の
増
加
、
売
り
上

げ
の
向
上
、
経
営
の
安
定
化
、

雇
用
の
継
続
を
目
的
と
し
て
行

う
支
援
金
。

■
蓬
田
村
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
給
付
条
例
の
一
部
改
正

可
決
（
賛
成
７
　
反
対
０
）

　
文
言
等
の
改
正

■
蓬
田
村
災
害
対
策
本
部
条
例

の
一
部
改
正

可
決
（
賛
成
７
　
反
対
０
）

　
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に

伴
う
改
正

■
蓬
田
村
指
定
居
宅
介
護
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正
　

可
決
（
賛
成
７
　
反
対
０
）

　
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用

の
う
ち
、
低
所
得
者
及
び
第
３

子
以
降
の
副
食
費
を
免
除
等
の

改
正

■
蓬
田
村
道
路
線
の
認
定
　

可
決
（
賛
成
７
　
反
対
０
）

起
点
大
字
広
瀬
字
坂
元
39―

３

終
点
大
字
広
瀬
字
坂
元
27―

１

の
45
ｍ
を
村
道
７―

３―

12
号

線
に
認
定

■
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に

同
意

　
武
井
昭
夫
さ
ん
（
蓬
田
）
　

同
意
（
賛
成
７
　
反
対
０
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の

急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財

源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

（
柿
﨑
議
員
発
議
）

可
決
（
賛
成
７
　
反
対
０
）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

発議案

議案

可決

可決

可決

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

７：０

７：０

７：０

６：１

７：０

６：１

７：０

６：１

７：０

６：１

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

蓬田村ひとり親家庭等医療費給付条例の一部改正

蓬田村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を

定める条例の一部改正

蓬田村道路線の認定の件

蓬田村教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し

地方税財源の確保を求める意見書

動産の買入れの契約の締結について

蓬田村一般会計歳入歳出決算

蓬田村学校給食センター特別会計歳入歳出決算

蓬田村国民健康保険特別会計歳入歳出決算

蓬田村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算

蓬田村介護保険特別会計歳入歳出決算

蓬田村宅地造成事業特別会計歳入歳出決算

蓬田村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

蓬田村一般会計補正予算（第７号）

蓬田村学校給食センター特別会計補正予算（第２号）

蓬田村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

蓬田村簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

蓬田村介護保険特別会計補正予算（第２号）

蓬田村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

賛成：反対名　　　　　称 結果

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

■
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を

定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

可
決
（
賛
成
７
　
反
対
０
）

　
平
成
28
年
１
月
17
日
の
除
雪

車
両
と
津
軽
線
普
通
列
車
の
衝

突
事
故
で
東
日
本
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
よ
り

損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
た
件
に

つ
い
て
、
青
森
地
方
裁
判
所
か

ら
和
解
の
勧
告
が
あ
り
こ
れ
に

応
じ
る
。

・
和
解
の
内
容

　
和
解
金
と
し
て
３
０
０
０
万

円
を
支
払
う

※

地
方
自
治
法
第
96
条
第
１
項

第
12
号
及
び
第
13
号
の
規
定…

普
通
地
方
公
共
団
体
が
当
事
者

と
な
る
訴
え
の
提
起
及
び
損
害

賠
償
責
任
を
負
う
場
合
、
議
会

の
議
決
が
必
要
。

■
動
産
の
買
入
れ
の
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

可
決
（
賛
成
７
　
反
対
０
）

　
リ
フ
ト
バ
ス
は
ま
な
す
号
１

台
購
入
に
つ
い
て
、
指
名
競
争

入
札
を
行
い
、
契
約
金
額
１
０

４
２
万
７
０
０
０
円
で
青
森
三

菱
ふ
そ
う
自
動
車
販
売
株
式
会

社
と
の
契
約
を
締
結
し
た
。

※

村
条
例
第
３
条
の
規
定…

動

産
の
買
入
れ
金
額
が
７
０
０
万

円
を
超
え
る
契
約
及
び
財
産
の

取
得
又
は
処
分
に
関
し
て
議
会

の
議
決
が
必
要
。

会 計 名 補正金額

一 般 会 計 3,000万円

（千円単位四捨五入）

予算総額

27億1,634万円

1

2

議案

議案

可決

可決

７：０

７：０

結果名　　　　　称 賛成：反対

工事請負契約の締結について

令和２年度蓬田村一般会計補正予算（第６号）

1

2

議案

議案

可決

可決

７：０

７：０

結果名　　　　　称 賛成：反対

動産の買入れの契約の締結について

和解及び損害賠償の額を定めることについて

一目でわかる審議結果〈９月定例会〉

条

例

改

正

意

　

 

見

　
 

書

人

事

案

件

主
な
予
算
項
目

工
事
請
負
契
約

の
締
結

動
産
の
買
入
れ

契
約
の
締
結

和
解
及
び
損
害
賠

償
の
額
を
定
め
る

　８月19日、開催されました。工事請

負契約の締結１件、補正予算１件を審

議し、原案どおり可決しました。

令和２年

第４回臨時会

　10月６日、開催されました。議案

２件を審議し、原案どおり可決しま

した。

令和２年

第５回臨時会

一目でわかる審議結果〈８月臨時会〉

一目でわかる審議結果〈10月臨時会〉

道
路
線
の
認
定

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

審
議
結
果

審
議
結
果

臨
　
時
　
会

臨
　
時
　
会

一
般
質
問

一
般
質
問

 議会だより 議会だより 



　
蓬
田
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

貯
水
槽
等
改
修
工
事
に
つ
い

て
、
指
名
競
争
入
札
を
行
い
、

契
約
金
額
７
０
２
９
万
円
で
三

上
工
務
店
と
の
工
事
請
負
契
約

を
締
結
し
た
。

※

工
事
請
負
契
約
の
金
額
が

５
０
０
０
万
円
を
超
え
る
も
の

は
、
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き

契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は

処
分
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の

規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
が

必
要
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
費

●
蓬
田
紳
装
経
営
継
続
支
援
金

　
　
　
　
　
　
３
０
０
０
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
等
に
よ
り
影
響
を
受

け
て
い
る
株
式
会
社
蓬
田
紳
装

の
今
年
度
の
経
営
を
支
援
し
、

雇
用
の
維
持
と
事
業
の
継
続
を

図
る
と
と
も
に
、
村
民
等
に
蓬

田
紳
装
の
商
品
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ

及
び
オ
ー
ダ
ー
ス
ー
ツ
の
良
さ

を
訴
え
、
新
た
な
顧
客
を
確
保

し
、
生
産
数
の
増
加
、
売
り
上

げ
の
向
上
、
経
営
の
安
定
化
、

雇
用
の
継
続
を
目
的
と
し
て
行

う
支
援
金
。

■
蓬
田
村
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
給
付
条
例
の
一
部
改
正

可
決
（
賛
成
７
　
反
対
０
）

　
文
言
等
の
改
正

■
蓬
田
村
災
害
対
策
本
部
条
例

の
一
部
改
正

可
決
（
賛
成
７
　
反
対
０
）

　
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に

伴
う
改
正

■
蓬
田
村
指
定
居
宅
介
護
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正
　

可
決
（
賛
成
７
　
反
対
０
）

　
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用

の
う
ち
、
低
所
得
者
及
び
第
３

子
以
降
の
副
食
費
を
免
除
等
の

改
正

■
蓬
田
村
道
路
線
の
認
定
　

可
決
（
賛
成
７
　
反
対
０
）

起
点
大
字
広
瀬
字
坂
元
39―

３

終
点
大
字
広
瀬
字
坂
元
27―

１

の
45
ｍ
を
村
道
７―

３―

12
号

線
に
認
定

■
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に

同
意

　
武
井
昭
夫
さ
ん
（
蓬
田
）
　

同
意
（
賛
成
７
　
反
対
０
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の

急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財

源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

（
柿
﨑
議
員
発
議
）

可
決
（
賛
成
７
　
反
対
０
）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

発議案

議案

可決

可決

可決

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

７：０

７：０

７：０

６：１

７：０

６：１

７：０

６：１

７：０

６：１

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

蓬田村ひとり親家庭等医療費給付条例の一部改正

蓬田村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を

定める条例の一部改正

蓬田村道路線の認定の件

蓬田村教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し

地方税財源の確保を求める意見書

動産の買入れの契約の締結について

蓬田村一般会計歳入歳出決算

蓬田村学校給食センター特別会計歳入歳出決算

蓬田村国民健康保険特別会計歳入歳出決算

蓬田村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算

蓬田村介護保険特別会計歳入歳出決算

蓬田村宅地造成事業特別会計歳入歳出決算

蓬田村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

蓬田村一般会計補正予算（第７号）

蓬田村学校給食センター特別会計補正予算（第２号）

蓬田村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

蓬田村簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

蓬田村介護保険特別会計補正予算（第２号）

蓬田村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

賛成：反対名　　　　　称 結果

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

■
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を

定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

可
決
（
賛
成
７
　
反
対
０
）

　
平
成
28
年
１
月
17
日
の
除
雪

車
両
と
津
軽
線
普
通
列
車
の
衝

突
事
故
で
東
日
本
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
よ
り

損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
た
件
に

つ
い
て
、
青
森
地
方
裁
判
所
か

ら
和
解
の
勧
告
が
あ
り
こ
れ
に

応
じ
る
。

・
和
解
の
内
容

　
和
解
金
と
し
て
３
０
０
０
万

円
を
支
払
う

※

地
方
自
治
法
第
96
条
第
１
項

第
12
号
及
び
第
13
号
の
規
定…

普
通
地
方
公
共
団
体
が
当
事
者

と
な
る
訴
え
の
提
起
及
び
損
害

賠
償
責
任
を
負
う
場
合
、
議
会

の
議
決
が
必
要
。

■
動
産
の
買
入
れ
の
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

可
決
（
賛
成
７
　
反
対
０
）

　
リ
フ
ト
バ
ス
は
ま
な
す
号
１

台
購
入
に
つ
い
て
、
指
名
競
争

入
札
を
行
い
、
契
約
金
額
１
０

４
２
万
７
０
０
０
円
で
青
森
三

菱
ふ
そ
う
自
動
車
販
売
株
式
会

社
と
の
契
約
を
締
結
し
た
。

※

村
条
例
第
３
条
の
規
定…

動

産
の
買
入
れ
金
額
が
７
０
０
万

円
を
超
え
る
契
約
及
び
財
産
の

取
得
又
は
処
分
に
関
し
て
議
会

の
議
決
が
必
要
。

会 計 名 補正金額

一 般 会 計 3,000万円

（千円単位四捨五入）

予算総額

27億1,634万円

1

2

議案

議案

可決

可決

７：０

７：０

結果名　　　　　称 賛成：反対

工事請負契約の締結について

令和２年度蓬田村一般会計補正予算（第６号）

1

2

議案

議案

可決

可決

７：０

７：０

結果名　　　　　称 賛成：反対

動産の買入れの契約の締結について

和解及び損害賠償の額を定めることについて

一目でわかる審議結果〈９月定例会〉

条

例

改

正

意

　

 

見

　

 

書

人

事

案

件

主
な
予
算
項
目

工
事
請
負
契
約

の
締
結

動
産
の
買
入
れ

契
約
の
締
結

和
解
及
び
損
害
賠

償
の
額
を
定
め
る

　８月19日、開催されました。工事請

負契約の締結１件、補正予算１件を審

議し、原案どおり可決しました。

令和２年

第４回臨時会

　10月６日、開催されました。議案

２件を審議し、原案どおり可決しま

した。

令和２年

第５回臨時会

一目でわかる審議結果〈８月臨時会〉

一目でわかる審議結果〈10月臨時会〉

道
路
線
の
認
定

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

審
議
結
果

審
議
結
果

臨
　
時
　
会

臨
　
時
　
会

一
般
質
問

一
般
質
問

 議会だより 議会だより 



森 弘美の一般質問

阿
弥
陀
川
地
区
の
自

然
環
境
の
中
で
と
り

わ
け
問
題
に
な
っ
て
い
る
の

が
、
稲
作
に
お
け
る
水
問
題
で

あ
る
。
近
年
、
阿
弥
陀
川
地
区

の
国
有
林
、
民
有
林
の
間
伐

は
、
地
域
の
山
の
姿
を
変
え
て

い
る
。
山
の
保
水
力
が
低
下

し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
大
雨
で
も

阿
弥
陀
川
が
氾
濫
す
る
よ
う
な

状
態
で
あ
る
。
ま
た
、
阿
弥
陀

川
地
区
の
た
め
池
は
狭
く
、
さ

ら
に
山
の
間
伐
に
よ
り
保
水
力

が
低
下
し
て
い
る
た
め
、
慢
性

的
な
水
不
足
に
な
っ
て
い
る
。

開
田
の
ポ
ン
プ
に
頼
っ
て
お

り
、
電
力
料
金
も
年
々
増
加
し

て
い
る
。

　た
め
池
の
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事

と
と
も
に
、
水
門
の
掘
り
下
げ

工
事
も
で
き
な
い
か
。

（
稲
葉
正
明
建
設
課

長
）
国
の
補
助
事
業

の
た
め
池
等
整
備
事
業
で
整
備

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ

る
。
た
だ
し
、
詳
し
い
こ
と
は

県
に
相
談
が
必
要
に
な
る
。
県

営
事
業
で
行
う
も
の
で
、
防
災

受
益
面
積
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
、
総
事
業
費
８
０
０
万
円

以
上
の
事
業
が
採
択
要
件
に

な
る
。

　負
担
割
合
は
、
国
55
％
、
県

33
％
、
村
11
％
、
地
元
１
％
で

あ
る
。
５
か
所
の
た
め
池
の
管

理
者
で
あ
る
土
地
改
良
区
と
も

協
議
し
て
い
き
た
い
。

要

　望
　開
田
地
区
は
、
開
田
を
起
こ

し
て
か
ら
70
年
は
た
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
。
し
ゅ
ん
せ

つ
を
し
た
こ
と
は
な
い
と
思

う
。
ぜ
ひ
地
元
の
管
理
組
合
、

ま
た
は
農
家
の
皆
さ
ん
と
話
を

し
な
が
ら
、
一
刻
も
早
く
進
め

て
も
ら
い
た
い
。

※

し
ゅ
ん
せ
つ…

泥
上
げ

議事録は議会事務局や村のホームページで閲覧できます。

あなたの声を村政に

答弁する川﨑税務課長（左）　質問する森弘美議員（右）

質問議員ページ 質　　問　　事　　項

小鹿重一10～11 １．自然災害発生時の避難所運営について

吉田　勉12～13
１．住宅用火災警報器について
２．令和２年度の事業の状況について

森　弘美　 9
１．阿弥陀川地区水田用水のため池の
　　しゅんせつ工事について

坂本　豊14～15
１．コロナ対策での国保税の減額・免除について
２．小中学校へのエアコンの設置について

久慈省悟16～17
１．株式会社蓬田紳装について
２．物産館マルシェについて

第３回定例会（９月10日）

阿
弥
陀
川
地
区
の
た
め
池
を

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
で
き
な
い
か

　（
村
）土
地
改
良
区
と
協
議
し
て
い
き
た
い

開田２号ため池

　一般質問は、議員の日常活動と調査・研究・住民の声や自身の

考え方をもとに、村長や教育長などに方針を問うものです。

　議員一人当たりの制限時間は90分で、質問の回数は１つの質問

につき、３回までです。

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

審
議
結
果

審
議
結
果

臨
　
時
　
会

臨
　
時
　
会

一
般
質
問

一
般
質
問

 議会だより 議会だより 



森 弘美の一般質問

阿
弥
陀
川
地
区
の
自

然
環
境
の
中
で
と
り

わ
け
問
題
に
な
っ
て
い
る
の

が
、
稲
作
に
お
け
る
水
問
題
で

あ
る
。
近
年
、
阿
弥
陀
川
地
区

の
国
有
林
、
民
有
林
の
間
伐

は
、
地
域
の
山
の
姿
を
変
え
て

い
る
。
山
の
保
水
力
が
低
下

し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
大
雨
で
も

阿
弥
陀
川
が
氾
濫
す
る
よ
う
な

状
態
で
あ
る
。
ま
た
、
阿
弥
陀

川
地
区
の
た
め
池
は
狭
く
、
さ

ら
に
山
の
間
伐
に
よ
り
保
水
力

が
低
下
し
て
い
る
た
め
、
慢
性

的
な
水
不
足
に
な
っ
て
い
る
。

開
田
の
ポ
ン
プ
に
頼
っ
て
お

り
、
電
力
料
金
も
年
々
増
加
し

て
い
る
。

　た
め
池
の
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事

と
と
も
に
、
水
門
の
掘
り
下
げ

工
事
も
で
き
な
い
か
。

（
稲
葉
正
明
建
設
課

長
）
国
の
補
助
事
業

の
た
め
池
等
整
備
事
業
で
整
備

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ

る
。
た
だ
し
、
詳
し
い
こ
と
は

県
に
相
談
が
必
要
に
な
る
。
県

営
事
業
で
行
う
も
の
で
、
防
災

受
益
面
積
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
、
総
事
業
費
８
０
０
万
円

以
上
の
事
業
が
採
択
要
件
に

な
る
。

　負
担
割
合
は
、
国
55
％
、
県

33
％
、
村
11
％
、
地
元
１
％
で

あ
る
。
５
か
所
の
た
め
池
の
管

理
者
で
あ
る
土
地
改
良
区
と
も

協
議
し
て
い
き
た
い
。

要

　望
　開
田
地
区
は
、
開
田
を
起
こ

し
て
か
ら
70
年
は
た
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
。
し
ゅ
ん
せ

つ
を
し
た
こ
と
は
な
い
と
思

う
。
ぜ
ひ
地
元
の
管
理
組
合
、

ま
た
は
農
家
の
皆
さ
ん
と
話
を

し
な
が
ら
、
一
刻
も
早
く
進
め

て
も
ら
い
た
い
。

※

し
ゅ
ん
せ
つ…

泥
上
げ

議事録は議会事務局や村のホームページで閲覧できます。

あなたの声を村政に

答弁する川﨑税務課長（左）　質問する森弘美議員（右）

質問議員ページ 質　　問　　事　　項

小鹿重一10～11 １．自然災害発生時の避難所運営について

吉田　勉12～13
１．住宅用火災警報器について
２．令和２年度の事業の状況について

森　弘美　 9
１．阿弥陀川地区水田用水のため池の
　　しゅんせつ工事について

坂本　豊14～15
１．コロナ対策での国保税の減額・免除について
２．小中学校へのエアコンの設置について

久慈省悟16～17
１．株式会社蓬田紳装について
２．物産館マルシェについて

第３回定例会（９月10日）

阿
弥
陀
川
地
区
の
た
め
池
を

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
で
き
な
い
か

　（
村
）土
地
改
良
区
と
協
議
し
て
い
き
た
い

開田２号ため池

　一般質問は、議員の日常活動と調査・研究・住民の声や自身の

考え方をもとに、村長や教育長などに方針を問うものです。

　議員一人当たりの制限時間は90分で、質問の回数は１つの質問

につき、３回までです。

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

審
議
結
果

審
議
結
果

臨
　
時
　
会

臨
　
時
　
会

一
般
質
問

一
般
質
問

 議会だより 議会だより 



小鹿重一の一般質問

今
年
も
既
に
九
州
、

東
北
地
方
が
大
雨
に

よ
り
河
川
が
氾
濫
す
る
等
の
大

き
な
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

こ
れ
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
い
ま
だ
終
息

の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
か
ら
は
本
格
的
な
台
風
襲

来
の
季
節
と
な
る
し
、
地
震
、

津
波
も
い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う

な
規
模
の
も
の
が
発
生
す
る
の

か
予
測
は
不
可
能
だ
。

　村
が
指
定
し
て
い
る
避
難
所

は
何
カ
所
あ
る
の
か
。
準
備
さ

れ
て
い
る
資
機
材
や
、
備
蓄
さ

れ
て
い
る
水
や
食
料
品
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
幾
ら
あ
る
の

か
。
そ
の
中
に
、
乳
児
や
高
齢

者
等
の
災
害
弱
者
向
け
の
粉
ミ

ル
ク
や
お
か
ゆ
な
ど
の
介
護
食

品
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

（
小
松
生
佳
総
務
課

長
）
村
が
指
定
し
て

い
る
避
難
場
所
は
19
箇
所
で
、

昨
年
、
毎
戸
配
布
し
た
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
具
体
的
な
場

所
は
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
す
で
に
備
蓄
し
て
い
る
も
の

・
シ
ュ
ラ
フ
（
寝
袋
）

　
　
　
　
　
　
　
約
３
０
０
個

・
保
存
パ
ン
　
　
２
４
０
食
分

・
水
５
０
０

　
約
７
０
０
本

・
ア
ル
フ
ァ
米
（
常
温
保
存
可
）

　
　
　
　
　
　
　
　
１
３
０
食

・
マ
ス
ク
　
　
約
９
５
０
０
枚

・
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
　
50
組

・
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
約
70


・
ア
ル
カ
リ
イ
オ
ン
水

　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
０


・
ア
ク
リ
ル
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
13
枚

　
乳
幼
児
、
高
齢
者
向
け
の
関

係
だ
が
、
災
害
弱
者
向
け
の
粉

ミ
ル
ク
、
お
か
ゆ
等
の
介
護
食

品
等
は
備
蓄
し
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
今
の
補
正
予
算
で
、

コ
ロ
ナ
対
策
の
２
次
分
と
し
て

・
防
災
用
テ
ン
ト

　
　
　
１
人
用
１
０
０
張
り

　
　
　
２
人
用
が
１
０
０
張
り

・
防
災
マ
ッ
ト
　
　
３
０
０
枚

・
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
30
セ
ッ
ト

・
シ
ュ
ラ
フ
　
　
　
３
０
０
個

・
段
ボ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
50
セ
ッ
ト

・
発
電
機
込
み
の
投
光
器
28
組

の
購
入
を
予
定
し
て
い
る
。

乳
幼
児
と
高
齢
者
対
策
を

と
る
べ
き乳

児
用
の
ミ
ル
ク
、

高
齢
者
向
け
の
お
か

ゆ
な
ど
今
か
ら
対
策
を
と
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
従

来
の
も
の
プ
ラ
ス
新
し
く
設

備
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
格
納

ス
ペ
ー
ス
の
対
応
は
十
分
な

の
か
。

ミ
ル
ク
は
各
家
庭
で
、
お
か

ゆ
は
ア
ル
フ
ァ
米
で
対
応
し

た
い

（
総
務
課
長
）
乳
児

の
ミ
ル
ク
だ
が
、
環

境
が
変
わ
っ
て
飲
む
も
の
も
変

わ
る
と
、
飲
め
な
く
な
る
こ
と

が
あ
る
よ
う
で
、
や
は
り
そ
こ

は
親
御
さ
ん
た
ち
で
な
る
べ
く

ふ
だ
ん
か
ら
準
備
を
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
備
蓄
の
ア
ル
フ
ァ
米
は
、
加

え
る
水
分
の
量
を
増
や
す
と
お

か
ゆ
状
に
な
る
そ
う
で
、
そ
れ

で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
あ
え
て
介
護
用
品
は
準
備

し
な
い
。

　
庁
舎
の
移
転
新
築
の
際
は
、

防
災
用
品
を
備
蓄
す
る
倉
庫
が

必
要
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
な

い
の
で
、
で
き
る
だ
け
役
場
の

空
い
て
い
る
場
所
の
ス
ペ
ー
ス

に
一
旦
仮
置
き
す
る
し
か
な
い

と
考
え
て
い
る
。

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
や

指
針
は
改
定
さ
れ
た
の
か

避
難
所
運
営
に
新
型

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
が
当
然
求
め
ら
れ
る
が
、

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
指
針
は
改

定
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
か
ら
３

密
対
策
が
当
然
必
要
だ
が
、
避

難
所
や
配
置
職
員
は
十
分
確
保

で
き
る
見
通
し
な
の
か
。

今
後
整
備
し
て
い
き
た
い

（
総
務
課
長
）
避
難

所
運
営
等
に
関
す
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
蓬
田
村
地
域

防
災
計
画
の
中
に
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
考
慮
は
一
切
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
先
日
、
今
別
町
で
、
一
般
社

団
法
人
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
ジ
ャ
パ

ン
推
進
協
議
会
主
催
で
行
わ
れ

た
避
難
所
に
お
け
る
感
染
症
防

止
の
実
証
検
証
に
参
加
を
し

て
、
現
場
の
状
況
を
体
験
し
て

き
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
を
行
う
形
で
の

実
証
検
証
を
見
て
き
た
が
、
や

は
り
そ
の
予
防
対
策
は
、
事
務

を
す
る
側
の
作
業
量
が
か
な
り

多
い
。
対
応
す
る
に
し
て
も
か

な
り
大
変
で
は
な
い
か
と
い
う

感
じ
を
受
け
て
帰
っ
て
き
た
。

そ
の
結
果
を
ま
と
め
て
情
報
提

供
す
る
そ
う
な
の
で
、
こ
れ
を

参
考
に
し
て
、
今
後
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
に
向
け
て
情
報
収
集

を
し
て
い
き
た
い
。

　
分
散
避
難
、
避
難
所
や
配
置

職
員
の
確
保
等
は
、
現
状
の
ま

ま
で
は
か
な
り
難
し
い
。
避
難

所
、
配
置
職
員
と
も
に
少
な
い

が
、
簡
単
に
は
増
や
せ
な
い
の

で
今
後
の
課
題
と
な
る
。

　
３
密
に
関
し
て
は
、
今
回
の

補
正
予
算
で
追
加
で
資
機
材
を

揃
え
、
対
応
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

本
格
的
な
避
難
訓
練
を

実
施
す
る
べ
き

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ

が
ま
だ
終
息
し
て
い

な
い
の
で
無
理
か
と
思
う
が
、

来
年
度
、
避
難
所
の
運
営
訓
練

を
十
分
意
識
し
た
本
格
的
な
避

難
訓
練
を
実
施
す
べ
き
だ
と
考

え
る
。
訓
練
を
や
っ
て
体
に
し

み
込
ま
せ
て
お
か
な
い
と
い
ざ

と
い
う
と
き
に
機
能
し
な
い
。

こ
の
と
こ
ろ
本
格
的
な
訓
練
も

さ
れ
て
い
な
い
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

訓
練
は
必
要
だ
と

考
え
て
い
る

（
総
務
課
長
）
２
０

１
１
年
３
月
の
東
日

本
大
震
災
後
、
翌
年
の
２
０
１

２
年
と
２
０
１
４
年
の
２
回
、

村
内
住
民
を
対
象
と
し
た
避
難

訓
練
を
実
施
し
た
。
前
回
か
ら

だ
い
ぶ
年
数
が
過
ぎ
て
お
り
、

大
規
模
な
自
然
災
害
等
も
頻
発

し
て
い
る
こ
と
も
考
え
る
と
、

訓
練
等
は
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
た
だ
、
そ
の
避
難
所
の
開

設
等
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
が

ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
ま
ず
そ
の
部
分
を
整
理
し

た
後
に
、
そ
れ
を
基
に
検
証
を

し
な
が
ら
実
施
を
す
る
形
で
考

え
て
い
る
。

村
長
の
考
え
は

本
格
的
な
避
難
訓
練

を
村
長
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

で
き
る
だ
け
早
め
に
訓
練
を

企
画
し
た
い

　

（
久
慈
修
一
村
長
）

災
害
発
生
し
た
場
合

は
、
ま
ず
何
よ
り
も
命
を
守
る

こ
と
が
重
点
で
、
そ
の
た
め
の

訓
練
は
随
時
や
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
が
、
な
か
な
か

そ
の
体
制
取
る
よ
う
に
は
な
っ

て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
地
区
と

か
、
区
分
け
を
し
た
中
で
避
難

訓
練
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
で

き
な
い
。
災
害
は
い
つ
発
生
す

る
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
で

き
る
だ
け
早
め
に
訓
練
を
企
画

し
た
い
。

第３回定例会（９月10日）

備蓄している食料品
（長期間保存や常温保存可能のもの）

避難所における感染症防止の実証検証
（令和２年９月今別町開催）

村
指
定
の
避
難
所
は
何
カ
所
で
資
機
材
、

備
蓄
品
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か

　（
村
）避
難
所
は
19
箇
所
、
備
蓄
は
次
の
と
お
り

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

審
議
結
果

審
議
結
果

臨
　
時
　
会

臨
　
時
　
会

一
般
質
問

一
般
質
問

 議会だより 議会だより 



小鹿重一の一般質問

今
年
も
既
に
九
州
、

東
北
地
方
が
大
雨
に

よ
り
河
川
が
氾
濫
す
る
等
の
大

き
な
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

こ
れ
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
い
ま
だ
終
息

の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
か
ら
は
本
格
的
な
台
風
襲

来
の
季
節
と
な
る
し
、
地
震
、

津
波
も
い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う

な
規
模
の
も
の
が
発
生
す
る
の

か
予
測
は
不
可
能
だ
。

　村
が
指
定
し
て
い
る
避
難
所

は
何
カ
所
あ
る
の
か
。
準
備
さ

れ
て
い
る
資
機
材
や
、
備
蓄
さ

れ
て
い
る
水
や
食
料
品
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
幾
ら
あ
る
の

か
。
そ
の
中
に
、
乳
児
や
高
齢

者
等
の
災
害
弱
者
向
け
の
粉
ミ

ル
ク
や
お
か
ゆ
な
ど
の
介
護
食

品
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

（
小
松
生
佳
総
務
課

長
）
村
が
指
定
し
て

い
る
避
難
場
所
は
19
箇
所
で
、

昨
年
、
毎
戸
配
布
し
た
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
具
体
的
な
場

所
は
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
す
で
に
備
蓄
し
て
い
る
も
の

・
シ
ュ
ラ
フ
（
寝
袋
）

　
　
　
　
　
　
　
約
３
０
０
個

・
保
存
パ
ン
　
　
２
４
０
食
分

・
水
５
０
０

　
約
７
０
０
本

・
ア
ル
フ
ァ
米
（
常
温
保
存
可
）

　
　
　
　
　
　
　
　
１
３
０
食

・
マ
ス
ク
　
　
約
９
５
０
０
枚

・
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
　
50
組

・
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
約
70


・
ア
ル
カ
リ
イ
オ
ン
水

　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
０


・
ア
ク
リ
ル
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
13
枚

　
乳
幼
児
、
高
齢
者
向
け
の
関

係
だ
が
、
災
害
弱
者
向
け
の
粉

ミ
ル
ク
、
お
か
ゆ
等
の
介
護
食

品
等
は
備
蓄
し
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
今
の
補
正
予
算
で
、

コ
ロ
ナ
対
策
の
２
次
分
と
し
て

・
防
災
用
テ
ン
ト

　
　
　
１
人
用
１
０
０
張
り

　
　
　
２
人
用
が
１
０
０
張
り

・
防
災
マ
ッ
ト
　
　
３
０
０
枚

・
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
30
セ
ッ
ト

・
シ
ュ
ラ
フ
　
　
　
３
０
０
個

・
段
ボ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
50
セ
ッ
ト

・
発
電
機
込
み
の
投
光
器
28
組

の
購
入
を
予
定
し
て
い
る
。

乳
幼
児
と
高
齢
者
対
策
を

と
る
べ
き乳

児
用
の
ミ
ル
ク
、

高
齢
者
向
け
の
お
か

ゆ
な
ど
今
か
ら
対
策
を
と
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
従

来
の
も
の
プ
ラ
ス
新
し
く
設

備
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
格
納

ス
ペ
ー
ス
の
対
応
は
十
分
な

の
か
。

ミ
ル
ク
は
各
家
庭
で
、
お
か

ゆ
は
ア
ル
フ
ァ
米
で
対
応
し

た
い

（
総
務
課
長
）
乳
児

の
ミ
ル
ク
だ
が
、
環

境
が
変
わ
っ
て
飲
む
も
の
も
変

わ
る
と
、
飲
め
な
く
な
る
こ
と

が
あ
る
よ
う
で
、
や
は
り
そ
こ

は
親
御
さ
ん
た
ち
で
な
る
べ
く

ふ
だ
ん
か
ら
準
備
を
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
備
蓄
の
ア
ル
フ
ァ
米
は
、
加

え
る
水
分
の
量
を
増
や
す
と
お

か
ゆ
状
に
な
る
そ
う
で
、
そ
れ

で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
あ
え
て
介
護
用
品
は
準
備

し
な
い
。

　
庁
舎
の
移
転
新
築
の
際
は
、

防
災
用
品
を
備
蓄
す
る
倉
庫
が

必
要
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
な

い
の
で
、
で
き
る
だ
け
役
場
の

空
い
て
い
る
場
所
の
ス
ペ
ー
ス

に
一
旦
仮
置
き
す
る
し
か
な
い

と
考
え
て
い
る
。

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
や

指
針
は
改
定
さ
れ
た
の
か

避
難
所
運
営
に
新
型

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
が
当
然
求
め
ら
れ
る
が
、

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
指
針
は
改

定
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
か
ら
３

密
対
策
が
当
然
必
要
だ
が
、
避

難
所
や
配
置
職
員
は
十
分
確
保

で
き
る
見
通
し
な
の
か
。

今
後
整
備
し
て
い
き
た
い

（
総
務
課
長
）
避
難

所
運
営
等
に
関
す
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
蓬
田
村
地
域

防
災
計
画
の
中
に
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
考
慮
は
一
切
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
先
日
、
今
別
町
で
、
一
般
社

団
法
人
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
ジ
ャ
パ

ン
推
進
協
議
会
主
催
で
行
わ
れ

た
避
難
所
に
お
け
る
感
染
症
防

止
の
実
証
検
証
に
参
加
を
し

て
、
現
場
の
状
況
を
体
験
し
て

き
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
を
行
う
形
で
の

実
証
検
証
を
見
て
き
た
が
、
や

は
り
そ
の
予
防
対
策
は
、
事
務

を
す
る
側
の
作
業
量
が
か
な
り

多
い
。
対
応
す
る
に
し
て
も
か

な
り
大
変
で
は
な
い
か
と
い
う

感
じ
を
受
け
て
帰
っ
て
き
た
。

そ
の
結
果
を
ま
と
め
て
情
報
提

供
す
る
そ
う
な
の
で
、
こ
れ
を

参
考
に
し
て
、
今
後
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
に
向
け
て
情
報
収
集

を
し
て
い
き
た
い
。

　
分
散
避
難
、
避
難
所
や
配
置

職
員
の
確
保
等
は
、
現
状
の
ま

ま
で
は
か
な
り
難
し
い
。
避
難

所
、
配
置
職
員
と
も
に
少
な
い

が
、
簡
単
に
は
増
や
せ
な
い
の

で
今
後
の
課
題
と
な
る
。

　
３
密
に
関
し
て
は
、
今
回
の

補
正
予
算
で
追
加
で
資
機
材
を

揃
え
、
対
応
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

本
格
的
な
避
難
訓
練
を

実
施
す
る
べ
き

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ

が
ま
だ
終
息
し
て
い

な
い
の
で
無
理
か
と
思
う
が
、

来
年
度
、
避
難
所
の
運
営
訓
練

を
十
分
意
識
し
た
本
格
的
な
避

難
訓
練
を
実
施
す
べ
き
だ
と
考

え
る
。
訓
練
を
や
っ
て
体
に
し

み
込
ま
せ
て
お
か
な
い
と
い
ざ

と
い
う
と
き
に
機
能
し
な
い
。

こ
の
と
こ
ろ
本
格
的
な
訓
練
も

さ
れ
て
い
な
い
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

訓
練
は
必
要
だ
と

考
え
て
い
る

（
総
務
課
長
）
２
０

１
１
年
３
月
の
東
日

本
大
震
災
後
、
翌
年
の
２
０
１

２
年
と
２
０
１
４
年
の
２
回
、

村
内
住
民
を
対
象
と
し
た
避
難

訓
練
を
実
施
し
た
。
前
回
か
ら

だ
い
ぶ
年
数
が
過
ぎ
て
お
り
、

大
規
模
な
自
然
災
害
等
も
頻
発

し
て
い
る
こ
と
も
考
え
る
と
、

訓
練
等
は
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
た
だ
、
そ
の
避
難
所
の
開

設
等
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
が

ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
ま
ず
そ
の
部
分
を
整
理
し

た
後
に
、
そ
れ
を
基
に
検
証
を

し
な
が
ら
実
施
を
す
る
形
で
考

え
て
い
る
。

村
長
の
考
え
は

本
格
的
な
避
難
訓
練

を
村
長
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

で
き
る
だ
け
早
め
に
訓
練
を

企
画
し
た
い

　

（
久
慈
修
一
村
長
）

災
害
発
生
し
た
場
合

は
、
ま
ず
何
よ
り
も
命
を
守
る

こ
と
が
重
点
で
、
そ
の
た
め
の

訓
練
は
随
時
や
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
が
、
な
か
な
か

そ
の
体
制
取
る
よ
う
に
は
な
っ

て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
地
区
と

か
、
区
分
け
を
し
た
中
で
避
難

訓
練
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
で

き
な
い
。
災
害
は
い
つ
発
生
す

る
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
で

き
る
だ
け
早
め
に
訓
練
を
企
画

し
た
い
。

第３回定例会（９月10日）

備蓄している食料品
（長期間保存や常温保存可能のもの）

避難所における感染症防止の実証検証
（令和２年９月今別町開催）

村
指
定
の
避
難
所
は
何
カ
所
で
資
機
材
、

備
蓄
品
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か

　（
村
）避
難
所
は
19
箇
所
、
備
蓄
は
次
の
と
お
り

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

審
議
結
果

審
議
結
果

臨
　
時
　
会

臨
　
時
　
会

一
般
質
問

一
般
質
問

 議会だより 議会だより 



吉田 勉の一般質問

住
宅
用
の
火
災
警
報

器
は
、
精
密
部
品
の

寿
命
、
電
池
及
び
接
点
の
劣
化

な
ど
に
よ
っ
て
10
年
程
度
で
の

交
換
が
望
ま
し
い
と
言
わ
れ
て

い
る
。
前
回
、
消
防
団
を
通
し

て
、
市
価
の
半
額
程
度
の
安
価

で
あ
っ
せ
ん
し
た
が
、
そ
の
後

何
年
経
過
し
た
の
か
、
ま
た
当

時
の
予
算
規
模
は
い
く
ら
だ
っ

た
の
か
。

（

総

務

課

長

）

前

回
、
消
防
法
が
改
正

さ
れ
て
、
個
人
の
住
宅
に
も
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
義
務
が

生
じ
た
。
普
及
を
推
進
す
る
た

め
共
同
購
入
の
あ
っ
せ
ん
を

し
、
１
世
帯
当
た
り
１
０
０
０

円
の
助
成
と
い
う
要
綱
を
つ
く

り
、
５
２
３
世
帯
に
交
付
し

た
。
平
成
21
年
度
に
実
施
し
た

の
で
11
年
た
っ
て
い
る
。

前
回
の
よ
う
に
助
成
し
て

あ
っ
せ
ん
で
き
な
い
か

も

う

交

換

時

期

に

な
っ
て
い
る
。
交
換

を
啓
蒙
す
る
に
は
、
前
回
の
よ

う
に
助
成
し
て
あ
っ
せ
ん
す
る

の
が
一
番
効
果
的
だ
と
思
う
。

ぜ
ひ
、
前
回
の
よ
う
な
形
で
措

置
を
講
じ
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

再
度
あ
っ
せ
ん
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い

（
総
務
課
長
）
機
械

等
が
そ
ろ
そ
ろ
寿
命

か
ど
う
か
は
、
そ
の
機
械
は
電

池
が
な
く
て
作
動
し
な
い
の

か
、
そ
れ
と
も
機
械
自
体
が
壊

れ
て
作
動
し
な
い
の
か
等
の

チ
ェ
ッ
ク
を
し
な
い
と
、
実
際

は
分
か
ら
な
い
。

　ま
た
、
あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て

は
平
成
18
年
６
月
の
法
律
改
正

以
降
、
新
築
さ
れ
た
方
は
、
自

分
で
お
金
を
払
っ
て
つ
け
て
い

る
。
そ
こ
を
考
え
る
と
、
平
成

21
年
に
一
度
や
っ
て
い
る
の

で
、
再
度
あ
っ
せ
ん
す
る
こ
と

は
、
今
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い

な
い
。

消
火
器
の
交
換
は
助
成
し
て

い
る
の
だ
か
ら
火
災
警
報
器

も
助
成
で
き
な
い
か

　

家
庭
用
の
火
災
消
火

器
は
、
寿
命
が
８
年

で
村
で
は
毎
年
、
消
火
器
の
交

換
に
助
成
し
て
い
る
。
火
災
警

報
器
は
新
築
し
た
家
に
は
確
か

に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

も
10
年
で
交
換
時
期
が
来
る
。

ど
ち
ら
も
交
換
頻
度
は
高
く
な

く
、
か
つ
、
交
換
時
期
を
忘
れ

や
す
い
。
そ
こ
で
、
村
で
定
期

的
に
時
期
を
明
示
し
な
が
ら

交
換
と
い
う
形
で
の
あ
っ
せ
ん

を
高
齢
者
だ
け
で
も
で
き
な

い
か
。

村
が
交
換
を
勧
め
る

権
限
は
な
い

（

村

長

）

村

と

し

て
、
交
換
を
勧
め
る

権
限
は
な
い
。
交
換
、
指
摘
を

す
る
権
限
が
、
多
分
広
域
消
防

に
あ
る
ん
だ
ろ
う
と
思
う
。
財

源
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
財

源
で
は
な
い
。
で
も
、
そ
れ
が

必
要
な
施
策
か
ど
う
か
、
も
う

一
度
き
ち
ん
と
整
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
広
域
消
防
署
と

の
打
合
せ
も
必
要
か
と
思
う
。

新
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会

新
庁
舎
の
建
設
検
討

委
員
会
は
何
回
開
か

れ
、
今
は
ど
う
い
う
段
階
な
の

か
。
ま
た
、
建
設
基
本
計
画
概

要
は
、
議
会
に
は
い
つ
提
示
で

き
る
の
か
。（

総
務
課
長
）
令
和

２
年
２
月
に
、
副
村

長
及
び
各
課
長
を
委
員
と
し

て
、
庁
舎
の
在
り
方
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
そ
の
中
で
現
状

の
分
析
や
、
今
後
の
庁
舎
の
在

り
方
を
６
回
に
わ
た
っ
て
開
催

し
、
検
討
し
て
き
た
。
９
月
中

に
は
、
庁
舎
の
在
り
方
検
討
委

員
会
か
ら
、
現
庁
舎
の
現
状
や

問
題
点
、
建
設
候
補
地
及
び
事

業
費
用
等
を
記
載
し
た
報
告
書

を
村
に
提
出
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
後
、
住
民
や
有

識
者
を
対
象
に
、
新
庁
舎
建
設

検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
検
討

を
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

建
設
基
本
計
画
概
要
版
作
成
業

務
も
同
様
に
す
す
め
て
い
く
。

　ま
た
、
令
和
３
年
度
以
降
の

予
定
と
し
て
は
、
公
募
型
の
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
、
庁
舎
新

築
工
事
設
計
業
務
委
託
実
施
を

考
え
て
い
る
。

　ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
で
の
影
響
は
受
け
て

い
な
い
。

※

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式…

複
数

の
者
に
目
的
物
に
対
す
る
企
画

を
提
案
し
て
も
ら
い
、
そ
の
中

で
優
れ
た
提
案
を
行
っ
た
者
を

選
定
す
る
こ
と

　

中
学
校
の
海
外
研
修
事
業

　
　
　

中
学
校
の
海
外
研
修

事
業
は
今
コ
ロ
ナ
禍

で
大
変
な
現
状
だ
が
、
現
時
点

で
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

（
木
村
伸
一
教
育
課

長
）
研
修
先
の
台
湾

に
は
入
国
制
限
が
出
て
お
り
、

青
森
県
か
ら
の
飛
行
機
の
直
通

便
は
、
運
行
を
10
月
末
ま
で
休

止
し
て
い
る
。
入
国
制
限
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
で
は
一
部
要
件
が
満

た
さ
れ
れ
ば
入
国
で
き
る
が
、

旅
行
扱
い
に
な
る
の
で
、
海
外

研
修
は
入
国
で
き
な
い
。
研
修

は
１
月
を
予
定
し
て
い
た
が
、

10
月
以
降
、
国
外
、
国
内
と
も

入
国
制
限
が
継
続
さ
れ
る
見
込

み
で
あ
る
た
め
、
来
年
８
月
に

延
期
す
る
判
断
を
し
た
。
来
年

度
８
月
に
３
年
生
、
１
月
に
２

年
生
を
予
定
し
た
い
。

中
学
校
通
り
の
拡
幅

中
学
校
通
り
の
拡
幅

用
地
買
収
折
衝
は
ど

う
い
う
状
況
な
の
か
。

（
建
設
課
長
）
村
道

５―

１―

１
号
線
道

路
拡
幅
工
事
測
量
調
査
業
務
を

７
月
中
旬
に
終
え
、
８
月
、
正

確
な
数
字
の
下
に
、
青
森
市
在

住
の
２
人
の
相
続
人
と
面
談

し
、
２
人
か
ら
土
地
の
買
収
に

応
じ
て
も
ら
う
こ
と
で
了
解
を

得
た
。
ほ
か
の
５
名
の
相
続
人

に
は
、
２
人
か
ら
連
絡
を
し
て

も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

公
共
施
設
戸
別
施
設
計
画

今
回
の
公
共
施
設
個

別
施
設
計
画
と
、
今

ま
で
の
村
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
違
い
は
何
な
の
か
。

（
総
務
課
長
）
公
共

施
設
個
別
施
設
計
画

は
、
以
前
か
ら
の
計
画
に
建
物

の
状
況
、
耐
用
年
数
、
使
用
頻

度
等
の
い
ろ
い
ろ
な
条
件
を
追

加
し
た
形
で
、
建
物
自
体
の
総

合
的
に
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の

か
を
判
定
す
る
た
め
の
計
画
と

な
っ
て
い
る
。

中学校通り

第３回定例会（９月10日）

前
回
火
災
警
報
器
の
設
置
を
し
て
か
ら

何
年
経
過
し
た
の
か

　（
村
）以
前
実
施
し
て
か
ら
11
年
経
っ
て
い
る

住宅用火災警報器

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
事
業
に
遅
延
は
な
い
か

　（
村
）影
響
を
受
け
な
い
事
業
も
受
け
た
事
業
も
あ
る

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

審
議
結
果

審
議
結
果

臨
　
時
　
会

臨
　
時
　
会

一
般
質
問

一
般
質
問
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吉田 勉の一般質問

住
宅
用
の
火
災
警
報

器
は
、
精
密
部
品
の

寿
命
、
電
池
及
び
接
点
の
劣
化

な
ど
に
よ
っ
て
10
年
程
度
で
の

交
換
が
望
ま
し
い
と
言
わ
れ
て

い
る
。
前
回
、
消
防
団
を
通
し

て
、
市
価
の
半
額
程
度
の
安
価

で
あ
っ
せ
ん
し
た
が
、
そ
の
後

何
年
経
過
し
た
の
か
、
ま
た
当

時
の
予
算
規
模
は
い
く
ら
だ
っ

た
の
か
。

（

総

務

課

長

）

前

回
、
消
防
法
が
改
正

さ
れ
て
、
個
人
の
住
宅
に
も
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
義
務
が

生
じ
た
。
普
及
を
推
進
す
る
た

め
共
同
購
入
の
あ
っ
せ
ん
を

し
、
１
世
帯
当
た
り
１
０
０
０

円
の
助
成
と
い
う
要
綱
を
つ
く

り
、
５
２
３
世
帯
に
交
付
し

た
。
平
成
21
年
度
に
実
施
し
た

の
で
11
年
た
っ
て
い
る
。

前
回
の
よ
う
に
助
成
し
て

あ
っ
せ
ん
で
き
な
い
か

も

う

交

換

時

期

に

な
っ
て
い
る
。
交
換

を
啓
蒙
す
る
に
は
、
前
回
の
よ

う
に
助
成
し
て
あ
っ
せ
ん
す
る

の
が
一
番
効
果
的
だ
と
思
う
。

ぜ
ひ
、
前
回
の
よ
う
な
形
で
措

置
を
講
じ
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

再
度
あ
っ
せ
ん
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い

（
総
務
課
長
）
機
械

等
が
そ
ろ
そ
ろ
寿
命

か
ど
う
か
は
、
そ
の
機
械
は
電

池
が
な
く
て
作
動
し
な
い
の

か
、
そ
れ
と
も
機
械
自
体
が
壊

れ
て
作
動
し
な
い
の
か
等
の

チ
ェ
ッ
ク
を
し
な
い
と
、
実
際

は
分
か
ら
な
い
。

　ま
た
、
あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て

は
平
成
18
年
６
月
の
法
律
改
正

以
降
、
新
築
さ
れ
た
方
は
、
自

分
で
お
金
を
払
っ
て
つ
け
て
い

る
。
そ
こ
を
考
え
る
と
、
平
成

21
年
に
一
度
や
っ
て
い
る
の

で
、
再
度
あ
っ
せ
ん
す
る
こ
と

は
、
今
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い

な
い
。

消
火
器
の
交
換
は
助
成
し
て

い
る
の
だ
か
ら
火
災
警
報
器

も
助
成
で
き
な
い
か

　

家
庭
用
の
火
災
消
火

器
は
、
寿
命
が
８
年

で
村
で
は
毎
年
、
消
火
器
の
交

換
に
助
成
し
て
い
る
。
火
災
警

報
器
は
新
築
し
た
家
に
は
確
か

に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

も
10
年
で
交
換
時
期
が
来
る
。

ど
ち
ら
も
交
換
頻
度
は
高
く
な

く
、
か
つ
、
交
換
時
期
を
忘
れ

や
す
い
。
そ
こ
で
、
村
で
定
期

的
に
時
期
を
明
示
し
な
が
ら

交
換
と
い
う
形
で
の
あ
っ
せ
ん

を
高
齢
者
だ
け
で
も
で
き
な

い
か
。

村
が
交
換
を
勧
め
る

権
限
は
な
い

（

村

長

）

村

と

し

て
、
交
換
を
勧
め
る

権
限
は
な
い
。
交
換
、
指
摘
を

す
る
権
限
が
、
多
分
広
域
消
防

に
あ
る
ん
だ
ろ
う
と
思
う
。
財

源
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
財

源
で
は
な
い
。
で
も
、
そ
れ
が

必
要
な
施
策
か
ど
う
か
、
も
う

一
度
き
ち
ん
と
整
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
広
域
消
防
署
と

の
打
合
せ
も
必
要
か
と
思
う
。

新
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会

新
庁
舎
の
建
設
検
討

委
員
会
は
何
回
開
か

れ
、
今
は
ど
う
い
う
段
階
な
の

か
。
ま
た
、
建
設
基
本
計
画
概

要
は
、
議
会
に
は
い
つ
提
示
で

き
る
の
か
。（

総
務
課
長
）
令
和

２
年
２
月
に
、
副
村

長
及
び
各
課
長
を
委
員
と
し

て
、
庁
舎
の
在
り
方
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
そ
の
中
で
現
状

の
分
析
や
、
今
後
の
庁
舎
の
在

り
方
を
６
回
に
わ
た
っ
て
開
催

し
、
検
討
し
て
き
た
。
９
月
中

に
は
、
庁
舎
の
在
り
方
検
討
委

員
会
か
ら
、
現
庁
舎
の
現
状
や

問
題
点
、
建
設
候
補
地
及
び
事

業
費
用
等
を
記
載
し
た
報
告
書

を
村
に
提
出
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
後
、
住
民
や
有

識
者
を
対
象
に
、
新
庁
舎
建
設

検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
検
討

を
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

建
設
基
本
計
画
概
要
版
作
成
業

務
も
同
様
に
す
す
め
て
い
く
。

　ま
た
、
令
和
３
年
度
以
降
の

予
定
と
し
て
は
、
公
募
型
の
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
、
庁
舎
新

築
工
事
設
計
業
務
委
託
実
施
を

考
え
て
い
る
。

　ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
で
の
影
響
は
受
け
て

い
な
い
。

※

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式…

複
数

の
者
に
目
的
物
に
対
す
る
企
画

を
提
案
し
て
も
ら
い
、
そ
の
中

で
優
れ
た
提
案
を
行
っ
た
者
を

選
定
す
る
こ
と

　

中
学
校
の
海
外
研
修
事
業

　
　
　

中
学
校
の
海
外
研
修

事
業
は
今
コ
ロ
ナ
禍

で
大
変
な
現
状
だ
が
、
現
時
点

で
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

（
木
村
伸
一
教
育
課

長
）
研
修
先
の
台
湾

に
は
入
国
制
限
が
出
て
お
り
、

青
森
県
か
ら
の
飛
行
機
の
直
通

便
は
、
運
行
を
10
月
末
ま
で
休

止
し
て
い
る
。
入
国
制
限
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
で
は
一
部
要
件
が
満

た
さ
れ
れ
ば
入
国
で
き
る
が
、

旅
行
扱
い
に
な
る
の
で
、
海
外

研
修
は
入
国
で
き
な
い
。
研
修

は
１
月
を
予
定
し
て
い
た
が
、

10
月
以
降
、
国
外
、
国
内
と
も

入
国
制
限
が
継
続
さ
れ
る
見
込

み
で
あ
る
た
め
、
来
年
８
月
に

延
期
す
る
判
断
を
し
た
。
来
年

度
８
月
に
３
年
生
、
１
月
に
２

年
生
を
予
定
し
た
い
。

中
学
校
通
り
の
拡
幅

中
学
校
通
り
の
拡
幅

用
地
買
収
折
衝
は
ど

う
い
う
状
況
な
の
か
。

（
建
設
課
長
）
村
道

５―

１―

１
号
線
道

路
拡
幅
工
事
測
量
調
査
業
務
を

７
月
中
旬
に
終
え
、
８
月
、
正

確
な
数
字
の
下
に
、
青
森
市
在

住
の
２
人
の
相
続
人
と
面
談

し
、
２
人
か
ら
土
地
の
買
収
に

応
じ
て
も
ら
う
こ
と
で
了
解
を

得
た
。
ほ
か
の
５
名
の
相
続
人

に
は
、
２
人
か
ら
連
絡
を
し
て

も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

公
共
施
設
戸
別
施
設
計
画

今
回
の
公
共
施
設
個

別
施
設
計
画
と
、
今

ま
で
の
村
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
違
い
は
何
な
の
か
。

（
総
務
課
長
）
公
共

施
設
個
別
施
設
計
画

は
、
以
前
か
ら
の
計
画
に
建
物

の
状
況
、
耐
用
年
数
、
使
用
頻

度
等
の
い
ろ
い
ろ
な
条
件
を
追

加
し
た
形
で
、
建
物
自
体
の
総

合
的
に
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の

か
を
判
定
す
る
た
め
の
計
画
と

な
っ
て
い
る
。

中学校通り

第３回定例会（９月10日）

前
回
火
災
警
報
器
の
設
置
を
し
て
か
ら

何
年
経
過
し
た
の
か

　（
村
）以
前
実
施
し
て
か
ら
11
年
経
っ
て
い
る

住宅用火災警報器

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
事
業
に
遅
延
は
な
い
か

　（
村
）影
響
を
受
け
な
い
事
業
も
受
け
た
事
業
も
あ
る

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

審
議
結
果

審
議
結
果

臨
　
時
　
会

臨
　
時
　
会

一
般
質
問

一
般
質
問
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坂本 豊の一般質問

国
か
ら
国
保
税
の
減

額
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、
蓬
田
村
の
具
体
的
な
減

額
、
免
除
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

（
川
﨑
幸
治
税
務
課

長
）
減
免
の
対
象
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持
者

が
死
亡
し
、
ま
た
は
重
篤
な
傷

病
を
負
っ
た
世
帯
で
あ
れ
ば
全

額
免
除
と
な
る
。

　ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
主
た

る
生
計
維
持
者
の
事
業
収
入
等
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
で
あ
る

か
。
こ
れ
に
は
３
つ
の
要
件
が
あ

る
。
今
年
の
事
業
収
入
等
の
見
込

額
が
、
前
年
の
収
入
の
10
分
の
３

以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と
。
前
年

の
合
計
所
得
が
、
１
０
０
０
万
円

以
下
で
あ
る
こ
と
。

　減
少
が
見
込
ま
れ
る
事
業
収

入
等
に
係
る
所
得
以
外
の
前
年
の

所
得
の
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以

下
で
あ
る
こ
と
。

　こ
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
て
い

る
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
国
民
健
康
保
険

税
の
減
免
の
対
象
者
と
な
る
。

見
込
み
で
誰
で
も

申
請
で
き
る
の
か

要
綱
で
は
、
今
年
の
事

業
収
入
等
が
３
割
以

上
減
収
す
れ
ば
対
象
に
な
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
そ
の
中
に
、
減
収

が
見
込
ま
れ
る
と
い
う
文
言
が
あ

る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
２
０
２
０

年
の
事
業
収
入
は
12
月
の
31
日
時

点
で
決
ま
る
が
、
今
の
時
点
で
は

見
込
ま
れ
る
と
い
う
文
言
を
使
っ

て
い
る
。
見
込
ま
れ
る
と
い
う
の

は
誰
が
判
断
す
る
の
か
。
本
人

が
、
今
年
、
収
入
が
昨
年
よ
り
も

３
割
以
下
に
な
り
そ
う
だ
な
と
言

え
ば
、
誰
で
も
申
請
で
き
る
と
も

捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

対
前
年
比
で
10
分
の
３
以
上

の
減
収
か
な
ど
の
項
目
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る

（
税
務
課
長
）
昨
年
の

１
月
か
ら
12
月
ま
で
の

家
計
簿
を
つ
け
て
い
れ
ば
一
番
分

か
る
の
だ
が
、
各
月
の
収
入
に
対

し
て
、
今
年
の
１
月
か
ら
の
各
収

入
を
累
計
し
て
対
前
年
比
較
し
た

段
階
で
、
10
分
の
３
以
上
の
減
収

に
な
っ
て
い
る
方
。
そ
の
ま
ま
維

持
し
て
い
く
も
の
と
し
て
、
そ
の

１
年
間
の
全
収
入
額
を
試
算
し

て
、
対
前
年
と
の
比
較
を
す
る
。

そ
の
と
き
に
30
％
以
上
で
あ
る

か
、
１
０
０
０
万
円
以
下
で
あ
る

か
な
ど
の
項
目
で
チ
ェ
ッ
ク
を

す
る
。

な
ぜ
Ｈ
Ｐ
に
案
内
を

載
せ
な
い
の
か

国
保
税
の
減
免
申
請

は
、
ほ
か
の
市
町
村
で

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
載
せ
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
蓬
田

村
で
は
、
な
ぜ
案
内
が
載
せ
ら

れ
て
い
な
い
の
か
。

　ま
た
、
前
年
の
収
入
と
比
較

す
る
と
言
っ
た
が
、
非
常
に
曖

昧
で
分
か
り
に
く
い
。
稲
作
経

営
で
あ
れ
ば
10
月
に
集
中
す

る
、
野
菜
農
家
で
も
そ
の
月
で

比
較
で
き
る
が
、
そ
の
一
月
だ

け
で
も
減
収
し
て
い
る
月
が
あ

れ
ば
対
象
に
な
る
の
か
。

広
報
に
掲
載
し
た

（
税
務
課
長
）
広
報
よ

も
ぎ
た
６
月
号
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
税
の

減
免
に
つ
い
て
と
題
し
て
掲
載

し
た
。

　一
月
だ
け
の
収
入
の
減
で
は

な
く
て
、
年
間
を
通
し
て
の
見

込
額
で
３
割
減
に
な
る
か
ど
う

か
を
判
定
し
て
、
減
免
の
対
象

に
な
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
。

ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
の
か

今
申
請
し
た
い
場
合

は
、
収
穫
前
な
の
で
分

か
ら
な
い
が
、
今
年
、
米
の
値

段
が
下
が
り
そ
う
だ
と
判
断
を

し
て
申
請
し
て
も
構
わ
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
役

場
で
は
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る

の
か
。
12
月
31
日
現
在
ま
で
、

収
穫
量
、
売
上
高
が
確
定
す
る

ま
で
待
っ
て
い
る
の
か
。

確
定
し
た
段
階
で
申
請
し
て

納
め
過
ぎ
た
分
は
還
付
す
る

（
税
務
課
長
）
米
の
価

格
も
ま
だ
見
え
て
い
な

い
の
で
、
確
定
し
た
段
階
で
申

請
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
よ
っ

て
、
国
保
税
を
先
に
納
め
て
も

ら
っ
て
い
た
場
合
は
還
付
す
る

形
を
取
り
た
い
。

の
は
、
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
な
い

方
向
で
の
答
弁
だ
。
あ
と
10
年

も
す
れ
ば
、
ま
す
ま
す
気
温

が
上
昇
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

　基
金
を
使
え
ば
で
き
る
の
で

あ
れ
ば
、
積
極
的
に
進
め
て
い

く
の
が
教
育
者
の
務
め
で
は
な

い
か
。

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

検
討
す
る（

教
育
課
長
）
別
に

エ
ア
コ
ン
を
つ
け
な

い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
暑

さ
対
策
で
扇
風
機
な
ど
設
置
す

る
た
め
の
予
算
も
計
上
し
た
と

こ
ろ
だ
。
学
校
か
ら
保
健
室
に

つ
け
ら
れ
な
い
か
と
い
う
要
望

も
来
て
い
た
の
で
、
現
在
の
電

力
の
設
備
の
容
量
の
中
で
つ
け

ら
れ
る
部
分
が
あ
れ
ば
、
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　ま
た
、
こ
の
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
来
年
度
も
も
し
か
し
た
ら

夏
休
み
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
そ
こ

も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

る
こ
と
か
ら
、
国
の
補
助
も
視

野
に
入
れ
て
、
現
場
の
声
を
含

め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

小
学
校
の
教
室
の
仕
切
り
壁

は
可
動
式
か
、
基
金
は
使
え

る
の
か

　

何
回
聞
い
て
も
同
じ

答
弁
だ
。
夏
休
み
を

過
ぎ
て
も
こ
れ
ほ
ど
暑
い
の
が

今
年
だ
け
な
ら
い
い
が
、
毎
年

続
く
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、

小
学
校
は
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

で
な
か
な
か
難
し
い
と
い
う
答

弁
だ
が
、
一
般
教
室
の
間
仕
切

り
壁
を
子
供
た
ち
で
も
開
け
ら

れ
る
よ
う
な
可
動
式
の
設
備
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　村
で
は
基
金
が
た
く
さ
ん
あ

る
が
使
え
る
の
か
、
使
わ
れ
な

い
の
か
。

教
室
の
ド
ア
は
引
き
戸
の
つ

り
戸
に
な
っ
て
い
る
、
基
金

を
使
う
こ
と
に
は
別
に
問
題

な
い
と
思
う

（
教
育
課
長
）
教
室

の
入
り
口
の
両
面
に

３
枚
の
戸
が
収
納
さ
れ
て
お

り
、
引
き
戸
の
つ
り
戸
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
そ
の
下
が
結
構

空
い
て
お
り
機
密
性
が
な
い
と

答
弁
し
た
。

　気
象
庁
の
デ
ー
タ
を
見
て

も
、
暑
い
の
は
夏
休
み
終
わ
っ

て
か
ら
大
体
１
週
間
か
ら
10
日

だ
。
１
校
８
０
０
０
万
円
の

多
額
の
費
用
を
か
け
る
の
は

も
う
少
し
現
場
の
声
を
聞
き
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
こ

ろ
だ
。

基
金
を
使
う
こ
と
は

問
題
な
い

　

（
総
務
課
長
）
建
設

費
用
に
あ
て
が
う
そ

の
基
金
を
使
え
る
か
ど
う
か
、

基
金
は
、
主
用
途
、
公
共
用
施

設
整
備
基
金
が
あ
る
の
で
、
使

う
こ
と
に
は
別
に
問
題
は
な
い

と
思
う
。

積
極
的
に
進
め
る
の
が
教
育

者
の
務
め
で
は
な
い
か

１
週
間
ぐ
ら
い
我
慢

す
れ
ば
い
い
と
い
う

最
近
は
、
気
温
の
上

昇
が
肌
で
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
多
額

の
予
算
が
必
要
な
の
で
設
置
は

考
え
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
必

要
な
も
の
は
つ
け
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

（
教
育
課
長
）
現
場

の
声
を
聞
く
と
、
学
校

内
は
風
通
し
も
よ
く
、
教
室
内

の
人
数
も
少
な
い
こ
と
か
ら
密

に
な
ら
な
い
の
で
、
扇
風
機
が

あ
れ
ば
、
エ
ア
コ
ン
は
今
は
必

要
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
た
、

小
学
校
で
は
、
構
造
上
、
機
密

性
が
低
い
た
め
、
エ
ア
コ
ン
の

効
果
が
あ
る
の
か
疑
問
が
あ
る

と
こ
ろ
だ
。
エ
ア
コ
ン
の
設
置

は
、
費
用
が
多
額
と
見
込
ま
れ

第３回定例会（９月10日）

教室と廊下はオープンにしている（蓬田小学校）

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
村
の
具
体
的

な
国
保
税
減
免
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

　（
村
）条
件
を
満
た
す
と
対
象
者
に
な
る

小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置

を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

　（
村
）今
は
必
要
な
い
が
検
討
す
る

定
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会
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別
委
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会
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時
　
会

一
般
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般
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坂本 豊の一般質問

国
か
ら
国
保
税
の
減

額
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、
蓬
田
村
の
具
体
的
な
減

額
、
免
除
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

（
川
﨑
幸
治
税
務
課

長
）
減
免
の
対
象
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持
者

が
死
亡
し
、
ま
た
は
重
篤
な
傷

病
を
負
っ
た
世
帯
で
あ
れ
ば
全

額
免
除
と
な
る
。

　ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
主
た

る
生
計
維
持
者
の
事
業
収
入
等
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
で
あ
る

か
。
こ
れ
に
は
３
つ
の
要
件
が
あ

る
。
今
年
の
事
業
収
入
等
の
見
込

額
が
、
前
年
の
収
入
の
10
分
の
３

以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と
。
前
年

の
合
計
所
得
が
、
１
０
０
０
万
円

以
下
で
あ
る
こ
と
。

　減
少
が
見
込
ま
れ
る
事
業
収

入
等
に
係
る
所
得
以
外
の
前
年
の

所
得
の
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以

下
で
あ
る
こ
と
。

　こ
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
て
い

る
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
国
民
健
康
保
険

税
の
減
免
の
対
象
者
と
な
る
。

見
込
み
で
誰
で
も

申
請
で
き
る
の
か

要
綱
で
は
、
今
年
の
事

業
収
入
等
が
３
割
以

上
減
収
す
れ
ば
対
象
に
な
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
そ
の
中
に
、
減
収

が
見
込
ま
れ
る
と
い
う
文
言
が
あ

る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
２
０
２
０

年
の
事
業
収
入
は
12
月
の
31
日
時

点
で
決
ま
る
が
、
今
の
時
点
で
は

見
込
ま
れ
る
と
い
う
文
言
を
使
っ

て
い
る
。
見
込
ま
れ
る
と
い
う
の

は
誰
が
判
断
す
る
の
か
。
本
人

が
、
今
年
、
収
入
が
昨
年
よ
り
も

３
割
以
下
に
な
り
そ
う
だ
な
と
言

え
ば
、
誰
で
も
申
請
で
き
る
と
も

捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

対
前
年
比
で
10
分
の
３
以
上

の
減
収
か
な
ど
の
項
目
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る

（
税
務
課
長
）
昨
年
の

１
月
か
ら
12
月
ま
で
の

家
計
簿
を
つ
け
て
い
れ
ば
一
番
分

か
る
の
だ
が
、
各
月
の
収
入
に
対

し
て
、
今
年
の
１
月
か
ら
の
各
収

入
を
累
計
し
て
対
前
年
比
較
し
た

段
階
で
、
10
分
の
３
以
上
の
減
収

に
な
っ
て
い
る
方
。
そ
の
ま
ま
維

持
し
て
い
く
も
の
と
し
て
、
そ
の

１
年
間
の
全
収
入
額
を
試
算
し

て
、
対
前
年
と
の
比
較
を
す
る
。

そ
の
と
き
に
30
％
以
上
で
あ
る

か
、
１
０
０
０
万
円
以
下
で
あ
る

か
な
ど
の
項
目
で
チ
ェ
ッ
ク
を

す
る
。

な
ぜ
Ｈ
Ｐ
に
案
内
を

載
せ
な
い
の
か

国
保
税
の
減
免
申
請

は
、
ほ
か
の
市
町
村
で

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
載
せ
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
蓬
田

村
で
は
、
な
ぜ
案
内
が
載
せ
ら

れ
て
い
な
い
の
か
。

　ま
た
、
前
年
の
収
入
と
比
較

す
る
と
言
っ
た
が
、
非
常
に
曖

昧
で
分
か
り
に
く
い
。
稲
作
経

営
で
あ
れ
ば
10
月
に
集
中
す

る
、
野
菜
農
家
で
も
そ
の
月
で

比
較
で
き
る
が
、
そ
の
一
月
だ

け
で
も
減
収
し
て
い
る
月
が
あ

れ
ば
対
象
に
な
る
の
か
。

広
報
に
掲
載
し
た

（
税
務
課
長
）
広
報
よ

も
ぎ
た
６
月
号
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
税
の

減
免
に
つ
い
て
と
題
し
て
掲
載

し
た
。

　一
月
だ
け
の
収
入
の
減
で
は

な
く
て
、
年
間
を
通
し
て
の
見

込
額
で
３
割
減
に
な
る
か
ど
う

か
を
判
定
し
て
、
減
免
の
対
象

に
な
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
。

ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
の
か

今
申
請
し
た
い
場
合

は
、
収
穫
前
な
の
で
分

か
ら
な
い
が
、
今
年
、
米
の
値

段
が
下
が
り
そ
う
だ
と
判
断
を

し
て
申
請
し
て
も
構
わ
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
役

場
で
は
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る

の
か
。
12
月
31
日
現
在
ま
で
、

収
穫
量
、
売
上
高
が
確
定
す
る

ま
で
待
っ
て
い
る
の
か
。

確
定
し
た
段
階
で
申
請
し
て

納
め
過
ぎ
た
分
は
還
付
す
る

（
税
務
課
長
）
米
の
価

格
も
ま
だ
見
え
て
い
な

い
の
で
、
確
定
し
た
段
階
で
申

請
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
よ
っ

て
、
国
保
税
を
先
に
納
め
て
も

ら
っ
て
い
た
場
合
は
還
付
す
る

形
を
取
り
た
い
。

の
は
、
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
な
い

方
向
で
の
答
弁
だ
。
あ
と
10
年

も
す
れ
ば
、
ま
す
ま
す
気
温

が
上
昇
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

　基
金
を
使
え
ば
で
き
る
の
で

あ
れ
ば
、
積
極
的
に
進
め
て
い

く
の
が
教
育
者
の
務
め
で
は
な

い
か
。

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

検
討
す
る（

教
育
課
長
）
別
に

エ
ア
コ
ン
を
つ
け
な

い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
暑

さ
対
策
で
扇
風
機
な
ど
設
置
す

る
た
め
の
予
算
も
計
上
し
た
と

こ
ろ
だ
。
学
校
か
ら
保
健
室
に

つ
け
ら
れ
な
い
か
と
い
う
要
望

も
来
て
い
た
の
で
、
現
在
の
電

力
の
設
備
の
容
量
の
中
で
つ
け

ら
れ
る
部
分
が
あ
れ
ば
、
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　ま
た
、
こ
の
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
来
年
度
も
も
し
か
し
た
ら

夏
休
み
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
そ
こ

も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

る
こ
と
か
ら
、
国
の
補
助
も
視

野
に
入
れ
て
、
現
場
の
声
を
含

め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

小
学
校
の
教
室
の
仕
切
り
壁

は
可
動
式
か
、
基
金
は
使
え

る
の
か

　

何
回
聞
い
て
も
同
じ

答
弁
だ
。
夏
休
み
を

過
ぎ
て
も
こ
れ
ほ
ど
暑
い
の
が

今
年
だ
け
な
ら
い
い
が
、
毎
年

続
く
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、

小
学
校
は
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

で
な
か
な
か
難
し
い
と
い
う
答

弁
だ
が
、
一
般
教
室
の
間
仕
切

り
壁
を
子
供
た
ち
で
も
開
け
ら

れ
る
よ
う
な
可
動
式
の
設
備
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　村
で
は
基
金
が
た
く
さ
ん
あ

る
が
使
え
る
の
か
、
使
わ
れ
な

い
の
か
。

教
室
の
ド
ア
は
引
き
戸
の
つ

り
戸
に
な
っ
て
い
る
、
基
金

を
使
う
こ
と
に
は
別
に
問
題

な
い
と
思
う

（
教
育
課
長
）
教
室

の
入
り
口
の
両
面
に

３
枚
の
戸
が
収
納
さ
れ
て
お

り
、
引
き
戸
の
つ
り
戸
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
そ
の
下
が
結
構

空
い
て
お
り
機
密
性
が
な
い
と

答
弁
し
た
。

　気
象
庁
の
デ
ー
タ
を
見
て

も
、
暑
い
の
は
夏
休
み
終
わ
っ

て
か
ら
大
体
１
週
間
か
ら
10
日

だ
。
１
校
８
０
０
０
万
円
の

多
額
の
費
用
を
か
け
る
の
は

も
う
少
し
現
場
の
声
を
聞
き
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
こ

ろ
だ
。

基
金
を
使
う
こ
と
は

問
題
な
い

　

（
総
務
課
長
）
建
設

費
用
に
あ
て
が
う
そ

の
基
金
を
使
え
る
か
ど
う
か
、

基
金
は
、
主
用
途
、
公
共
用
施

設
整
備
基
金
が
あ
る
の
で
、
使

う
こ
と
に
は
別
に
問
題
は
な
い

と
思
う
。

積
極
的
に
進
め
る
の
が
教
育

者
の
務
め
で
は
な
い
か

１
週
間
ぐ
ら
い
我
慢

す
れ
ば
い
い
と
い
う

最
近
は
、
気
温
の
上

昇
が
肌
で
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
多
額

の
予
算
が
必
要
な
の
で
設
置
は

考
え
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
必

要
な
も
の
は
つ
け
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

（
教
育
課
長
）
現
場

の
声
を
聞
く
と
、
学
校

内
は
風
通
し
も
よ
く
、
教
室
内

の
人
数
も
少
な
い
こ
と
か
ら
密

に
な
ら
な
い
の
で
、
扇
風
機
が

あ
れ
ば
、
エ
ア
コ
ン
は
今
は
必

要
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
た
、

小
学
校
で
は
、
構
造
上
、
機
密

性
が
低
い
た
め
、
エ
ア
コ
ン
の

効
果
が
あ
る
の
か
疑
問
が
あ
る

と
こ
ろ
だ
。
エ
ア
コ
ン
の
設
置

は
、
費
用
が
多
額
と
見
込
ま
れ

第３回定例会（９月10日）

教室と廊下はオープンにしている（蓬田小学校）

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
村
の
具
体
的

な
国
保
税
減
免
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

　（
村
）条
件
を
満
た
す
と
対
象
者
に
な
る

小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置

を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

　（
村
）今
は
必
要
な
い
が
検
討
す
る

定
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会

決
算
特
別
委
員
会

定
　
例
　
会

決
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特
別
委
員
会

審
議
結
果

審
議
結
果

臨
　
時
　
会

臨
　
時
　
会

一
般
質
問

一
般
質
問
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久慈省悟の一般質問

経
営
の
見
直
し
な
ど
社
員
の

生
活
を
守
る
こ
と
を
考
え
て

い
る

（
村
長
）
一
般
質
問

と
い
う
形
な
の
で
、

私
も
構
え
て
全
て
を
お
話
し
し

な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
立
場

で
立
っ
て
い
る
。

　も
ち
ろ
ん
社
長
と
し
て
は
、

物
を
売
る
た
め
に
直
接
お
客
さ

ん
に
会
っ
て
お
願
い
を
す
る
の

は
基
本
で
、
そ
う
心
が
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
し
か

し
根
本
に
あ
る
の
は
、
コ
ロ
ナ

を
乗
り
切
る
た
め
に
、
絶
え
ず

経
営
の
内
容
を
見
直
し
し
な
が

ら
、
ど
う
す
れ
ば
販
売
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ど
う

す
れ
ば
社
員
の
生
活
を
守
っ
て

や
れ
る
の
か
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
る
。
議
会
の
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
協
力
し
て
も
ら
っ
て
、
我
が

村
の
一
大
産
業
で
あ
る
蓬
田
紳

装
を
守
っ
て
も
ら
い
た
い
。
私

も
引
き
続
き
努
力
す
る
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

物
産
館
マ
ル
シ
ェ
で

は
、
様
々
な
商
品
を

販
売
し
て
い
る
。
ホ
タ
テ
産
業

の
村
な
の
で
、
新
た
な
商
品
と

し
て
、
ホ
タ
テ
を
ぜ
ひ
商
品
に

並
べ
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

（
村
長
）
以
前
、
よ

も
ぎ
た
ア
シ
ス
ト
株
式

会
社
の
専
務
と
ホ
タ
テ
貝
を
含

む
水
産
物
の
販
売
を
検
討
し
た

こ
と
が
あ
る
。
当
時
は
５
つ
の

問
題
点
が
あ
り
、
断
念
し
た
。

　１
番
目
は
、
水
産
物
販
売
の

許
可
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
ホ

タ
テ
貝
や
魚
を
そ
の
ま
ま
売
る

の
は
い
い
が
、
煮
た
り
焼
い
た

り
、
あ
る
い
は
包
丁
を
入
れ
た

り
と
な
る
と
許
可
が
必
要
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　２
番
目
に
冷
蔵
庫
等
の
備
品

が
必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

店
内
に
生
鮮
野
菜
、
米
、
食
堂

が
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る

の
で
、
時
間
の
経
過
に
よ
り
、

魚
類
の
臭
い
が
し
て
、
不
衛
生
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　３
番
目
は
、
水
産
物
の
仕
入

れ
。
仕
入
先
と
の
交
渉
、
運

搬
、
そ
れ
か
ら
売
れ
残
り
の
処

理
な
ど
担
当
者
が
必
要
に
な

る
。
店
員
は
い
る
が
、
水
産
物

を
扱
う
と
な
る
と
、
弁
当
事
業

等
も
や
っ
て
お
り
、
不
衛
生
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　４
番
目
は
、
例
え
ば
建
物
外

で
販
売
す
る
こ
と
に
な
る
と
、

水
道
を
引
い
た
り
施
設
設
備
経

費
が
別
に
か
か
る
。

　５
番
目
は
、
そ
の
販
売
は
、

会
社
の
自
主
事
業
と
な
り
、
村

が
管
理
委
託
料
を
支
払
う
事
業

で
は
な
い
の
で
、
経
費
は
全
て

会
社
負
担
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
う
す
る
と
果
た
し
て
採
算
が

取
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
。
２

年
前
は
非
常
に
苦
し
い
経
営

だ
っ
た
の
で
、
無
理
し
て
や
っ

て
赤
字
を
拡
大
す
る
こ
と
は
だ

め
だ
と
い
う
こ
と
で
販
売
し
な

い
こ
と
に
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　た
だ
、
現
在
は
、
指
定
管
理

委
託
事
業
と
自
主
事
業
、
弁
当

事
業
等
も
や
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
財
務

状
況
を
も
う
一
回
検
討
し
て
、

ホ
タ
テ
貝
を
ど
う
い
う
形
で
売

る
か
検
討
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
の
対
策
も
あ

り
、
話
は
進
ん
で
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

要

　望
　ど
う
し
た
ら
も
っ
と
効
率
が

上
が
り
、
村
民
に
還
元
さ
れ
た

り
、
黒
字
化
で
き
る
の
か
、
職

員
も
様
々
な
と
こ
ろ
ま
で
目
を

配
り
な
が
ら
、
村
長
に
こ
う
い

う
事
業
を
展
開
し
た
ら
ど
う
か

と
進
言
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

私
た
ち
も
議
員
と
い
う
立
場

で
、
課
長
に
相
談
を
し
た
り
、

議
会
で
質
問
し
た
り
し
て
い

る
。
村
長
か
ら
は
、
検
討
し
て

い
き
た
い
と
い
う
前
向
き
な
姿

勢
が
う
か
が
わ
れ
た
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
、
蓬
田
紳
装
も
経
営
難

に
陥
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に

蓬
田
紳
装
経
営
継
続
支
援
金

３
０
０
０
万
円
を
支
出
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　青
森
県
内
の
他
市
町
村
に
横

の
つ
な
が
り
で
首
長
の
会
談
を

し
、
場
所
の
提
供
を
求
め
な
が

ら
、
ど
う
に
か
蓬
田
紳
装
の
背

広
を
広
く
県
内
に
知
ら
し
め
る

た
め
に
、
そ
こ
の
職
員
た
ち
に

も
来
て
も
ら
え
る
よ
う
お
願
い

で
き
な
い
も
の
な
の
か
。

（
村
長
）
県
内
40
市

町
村
長
が
一
堂
に
会

し
会
議
を
す
る
の
は
、
１
年
に

１
回
あ
る
か
な
い
か
だ
。
し
か

も
県
に
共
通
す
る
行
政
課
題
で

は
な
い
の
で
、
県
内
の
市
町
村

長
と
一
緒
に
な
っ
て
そ
の
情
報

を
求
め
て
、
あ
る
い
は
背
広
を

売
り
込
む
と
い
う
よ
う
な
場
を

設
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と

思
う
。

　去
る
８
月
26
日
に
県
町
村
会

30
町
村
の
定
時
総
会
が
あ
り
、

夕
食
会
で
、
蓬
田
紳
装
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
経
営

難
の
対
策
と
し
て
工
場
セ
ー
ル

を
行
う
こ
と
を
常
連
で
あ
る
町

村
長
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し

て
、
何
と
か
買
っ
て
く
れ
ま
せ

ん
か
と
言
っ
た
。
そ
の
後
、
他

の
町
村
長
か
ら
問
合
せ
が
あ
っ

た
の
で
、
県
内
町
村
の
役
場
に

対
し
、
工
場
セ
ー
ル
の
チ
ラ
シ

を
送
っ
て
宣
伝
し
た
。

　そ
れ
か
ら
、
県
に
も
売
り
込

む
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
、
多
分
、
青
森
県
庁
の
組

織
の
こ
と
を
言
っ
て
お
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
解
釈
し
た
。

現
在
の
蓬
田
紳
装
の
会
社
組
織

を
考
え
る
と
、
県
庁
の
組
織
に

売
り
に
行
く
と
な
れ
ば
、
販

売
、
営
業
部
門
を
持
っ
て
い
な

い
と
で
き
な
い
。
ま
た
、
継
続

的
に
そ
の
販
売
を
す
る
た
め

に
、
例
え
ば
県
庁
の
ど
こ
か
を

借
り
て
店
舗
を
持
つ
と
か
、
ど

こ
か
の
デ
パ
ー
ト
と
か
に
店
舗

を
置
く
と
か
と
い
っ
た
事
業
活

動
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
、
蓬
田
紳
装
の
経
営
能
力
を

超
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
県
庁
の
場
合
は
、
生

協
組
織
や
い
ろ
い
ろ
な
業
者
が

入
っ
て
お
り
、
例
え
ば
今
、
店

を
構
え
た
り
し
て
、
果
た
し
て

そ
の
市
場
に
参
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
考
え
る
と
か
な
り

難
し
い
。

　今
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
交
付
金
を
利
用
し
て
、
親

会
社
か
ら
販
売
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
っ
た
営
業
マ
ン
を
派
遣
し
て

も
ら
っ
て
、
村
民
、
あ
る
い
は

現
在
の
紳
装
の
顧
客
を
対
象
と

し
た
工
場
セ
ー
ル
を
何
回
か
開

催
し
て
、
生
産
数
を
増
や
し
、

社
員
の
雇
用
と
生
活
を
守
る
と

い
う
形
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

あ
ま
り
難
し
く
考
え
な
い
で

宣
伝
で
き
な
い
か

何
も
販
売
網
を
持
つ

と
か
、
話
を
飛
躍
し

過
ぎ
た
考
え
に
な
っ
て
ほ
し
く

な
い
。
例
え
ば
、
会
食
の
中

で
、
今
度
お
邪
魔
す
る
の
で

会
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
感
じ

の
ア
ポ
の
取
り
方
で
、
協
力
し

て
も
ら
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

と
い
う
こ
と
で
私
は
い
い
と

思
う
。

　何
も
最
初
か
ら
販
売
組
織
を

持
っ
た
り
、
担
当
の
セ
ー
ル
ス

マ
ン
を
置
い
た
り
と
そ
こ
ま
で

申
し
上
げ
て
い
る
の
で
は
な

い
。
今
後
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
は

紳
装
も
も
っ
と
苦
し
く
な
る
可

能
性
も
あ
る
の
で
、
や
は
り
紳

装
の
自
助
努
力
が
必
要
だ
。
あ

ま
り
難
し
く
考
え
な
い
で
、
村

長
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
い
る

の
か
。

物産館マルシェ

第３回定例会（９月10日）

㈱蓬田紳装が開催したオーダースーツキャンペーン

県
内
市
町
村
に

　田
紳
装
を
宣
伝
で
き
な
い
か

　（
村
）県
内
町
村
長
あ
て
に
工
場
セ
ー
ル
の
チ
ラ
シ
を
送
っ
た

物
産
館
マ
ル
シ
ェ
で
ホ
タ
テ
を
商
品
と
し
て
並
べ
ら
れ
な
い
か

　（
村
）２
年
前
は
問
題
が
あ
っ
て
断
念
し
た
が
、
も
う
一
度
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
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久慈省悟の一般質問

経
営
の
見
直
し
な
ど
社
員
の

生
活
を
守
る
こ
と
を
考
え
て

い
る

（
村
長
）
一
般
質
問

と
い
う
形
な
の
で
、

私
も
構
え
て
全
て
を
お
話
し
し

な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
立
場

で
立
っ
て
い
る
。

　も
ち
ろ
ん
社
長
と
し
て
は
、

物
を
売
る
た
め
に
直
接
お
客
さ

ん
に
会
っ
て
お
願
い
を
す
る
の

は
基
本
で
、
そ
う
心
が
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
し
か

し
根
本
に
あ
る
の
は
、
コ
ロ
ナ

を
乗
り
切
る
た
め
に
、
絶
え
ず

経
営
の
内
容
を
見
直
し
し
な
が

ら
、
ど
う
す
れ
ば
販
売
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ど
う

す
れ
ば
社
員
の
生
活
を
守
っ
て

や
れ
る
の
か
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
る
。
議
会
の
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
協
力
し
て
も
ら
っ
て
、
我
が

村
の
一
大
産
業
で
あ
る
蓬
田
紳

装
を
守
っ
て
も
ら
い
た
い
。
私

も
引
き
続
き
努
力
す
る
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

物
産
館
マ
ル
シ
ェ
で

は
、
様
々
な
商
品
を

販
売
し
て
い
る
。
ホ
タ
テ
産
業

の
村
な
の
で
、
新
た
な
商
品
と

し
て
、
ホ
タ
テ
を
ぜ
ひ
商
品
に

並
べ
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

（
村
長
）
以
前
、
よ

も
ぎ
た
ア
シ
ス
ト
株
式

会
社
の
専
務
と
ホ
タ
テ
貝
を
含

む
水
産
物
の
販
売
を
検
討
し
た

こ
と
が
あ
る
。
当
時
は
５
つ
の

問
題
点
が
あ
り
、
断
念
し
た
。

　１
番
目
は
、
水
産
物
販
売
の

許
可
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
ホ

タ
テ
貝
や
魚
を
そ
の
ま
ま
売
る

の
は
い
い
が
、
煮
た
り
焼
い
た

り
、
あ
る
い
は
包
丁
を
入
れ
た

り
と
な
る
と
許
可
が
必
要
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　２
番
目
に
冷
蔵
庫
等
の
備
品

が
必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

店
内
に
生
鮮
野
菜
、
米
、
食
堂

が
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る

の
で
、
時
間
の
経
過
に
よ
り
、

魚
類
の
臭
い
が
し
て
、
不
衛
生
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　３
番
目
は
、
水
産
物
の
仕
入

れ
。
仕
入
先
と
の
交
渉
、
運

搬
、
そ
れ
か
ら
売
れ
残
り
の
処

理
な
ど
担
当
者
が
必
要
に
な

る
。
店
員
は
い
る
が
、
水
産
物

を
扱
う
と
な
る
と
、
弁
当
事
業

等
も
や
っ
て
お
り
、
不
衛
生
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　４
番
目
は
、
例
え
ば
建
物
外

で
販
売
す
る
こ
と
に
な
る
と
、

水
道
を
引
い
た
り
施
設
設
備
経

費
が
別
に
か
か
る
。

　５
番
目
は
、
そ
の
販
売
は
、

会
社
の
自
主
事
業
と
な
り
、
村

が
管
理
委
託
料
を
支
払
う
事
業

で
は
な
い
の
で
、
経
費
は
全
て

会
社
負
担
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
う
す
る
と
果
た
し
て
採
算
が

取
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
。
２

年
前
は
非
常
に
苦
し
い
経
営

だ
っ
た
の
で
、
無
理
し
て
や
っ

て
赤
字
を
拡
大
す
る
こ
と
は
だ

め
だ
と
い
う
こ
と
で
販
売
し
な

い
こ
と
に
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　た
だ
、
現
在
は
、
指
定
管
理

委
託
事
業
と
自
主
事
業
、
弁
当

事
業
等
も
や
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
財
務

状
況
を
も
う
一
回
検
討
し
て
、

ホ
タ
テ
貝
を
ど
う
い
う
形
で
売

る
か
検
討
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
の
対
策
も
あ

り
、
話
は
進
ん
で
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

要

　望
　ど
う
し
た
ら
も
っ
と
効
率
が

上
が
り
、
村
民
に
還
元
さ
れ
た

り
、
黒
字
化
で
き
る
の
か
、
職

員
も
様
々
な
と
こ
ろ
ま
で
目
を

配
り
な
が
ら
、
村
長
に
こ
う
い

う
事
業
を
展
開
し
た
ら
ど
う
か

と
進
言
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

私
た
ち
も
議
員
と
い
う
立
場

で
、
課
長
に
相
談
を
し
た
り
、

議
会
で
質
問
し
た
り
し
て
い

る
。
村
長
か
ら
は
、
検
討
し
て

い
き
た
い
と
い
う
前
向
き
な
姿

勢
が
う
か
が
わ
れ
た
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
、
蓬
田
紳
装
も
経
営
難

に
陥
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に

蓬
田
紳
装
経
営
継
続
支
援
金

３
０
０
０
万
円
を
支
出
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　青
森
県
内
の
他
市
町
村
に
横

の
つ
な
が
り
で
首
長
の
会
談
を

し
、
場
所
の
提
供
を
求
め
な
が

ら
、
ど
う
に
か
蓬
田
紳
装
の
背

広
を
広
く
県
内
に
知
ら
し
め
る

た
め
に
、
そ
こ
の
職
員
た
ち
に

も
来
て
も
ら
え
る
よ
う
お
願
い

で
き
な
い
も
の
な
の
か
。

（
村
長
）
県
内
40
市

町
村
長
が
一
堂
に
会

し
会
議
を
す
る
の
は
、
１
年
に

１
回
あ
る
か
な
い
か
だ
。
し
か

も
県
に
共
通
す
る
行
政
課
題
で

は
な
い
の
で
、
県
内
の
市
町
村

長
と
一
緒
に
な
っ
て
そ
の
情
報

を
求
め
て
、
あ
る
い
は
背
広
を

売
り
込
む
と
い
う
よ
う
な
場
を

設
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と

思
う
。

　去
る
８
月
26
日
に
県
町
村
会

30
町
村
の
定
時
総
会
が
あ
り
、

夕
食
会
で
、
蓬
田
紳
装
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
経
営

難
の
対
策
と
し
て
工
場
セ
ー
ル

を
行
う
こ
と
を
常
連
で
あ
る
町

村
長
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し

て
、
何
と
か
買
っ
て
く
れ
ま
せ

ん
か
と
言
っ
た
。
そ
の
後
、
他

の
町
村
長
か
ら
問
合
せ
が
あ
っ

た
の
で
、
県
内
町
村
の
役
場
に

対
し
、
工
場
セ
ー
ル
の
チ
ラ
シ

を
送
っ
て
宣
伝
し
た
。

　そ
れ
か
ら
、
県
に
も
売
り
込

む
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
、
多
分
、
青
森
県
庁
の
組

織
の
こ
と
を
言
っ
て
お
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
解
釈
し
た
。

現
在
の
蓬
田
紳
装
の
会
社
組
織

を
考
え
る
と
、
県
庁
の
組
織
に

売
り
に
行
く
と
な
れ
ば
、
販

売
、
営
業
部
門
を
持
っ
て
い
な

い
と
で
き
な
い
。
ま
た
、
継
続

的
に
そ
の
販
売
を
す
る
た
め

に
、
例
え
ば
県
庁
の
ど
こ
か
を

借
り
て
店
舗
を
持
つ
と
か
、
ど

こ
か
の
デ
パ
ー
ト
と
か
に
店
舗

を
置
く
と
か
と
い
っ
た
事
業
活

動
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
、
蓬
田
紳
装
の
経
営
能
力
を

超
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
県
庁
の
場
合
は
、
生

協
組
織
や
い
ろ
い
ろ
な
業
者
が

入
っ
て
お
り
、
例
え
ば
今
、
店

を
構
え
た
り
し
て
、
果
た
し
て

そ
の
市
場
に
参
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
考
え
る
と
か
な
り

難
し
い
。

　今
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
交
付
金
を
利
用
し
て
、
親

会
社
か
ら
販
売
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
っ
た
営
業
マ
ン
を
派
遣
し
て

も
ら
っ
て
、
村
民
、
あ
る
い
は

現
在
の
紳
装
の
顧
客
を
対
象
と

し
た
工
場
セ
ー
ル
を
何
回
か
開

催
し
て
、
生
産
数
を
増
や
し
、

社
員
の
雇
用
と
生
活
を
守
る
と

い
う
形
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

あ
ま
り
難
し
く
考
え
な
い
で

宣
伝
で
き
な
い
か

何
も
販
売
網
を
持
つ

と
か
、
話
を
飛
躍
し

過
ぎ
た
考
え
に
な
っ
て
ほ
し
く

な
い
。
例
え
ば
、
会
食
の
中

で
、
今
度
お
邪
魔
す
る
の
で

会
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
感
じ

の
ア
ポ
の
取
り
方
で
、
協
力
し

て
も
ら
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

と
い
う
こ
と
で
私
は
い
い
と

思
う
。

　何
も
最
初
か
ら
販
売
組
織
を

持
っ
た
り
、
担
当
の
セ
ー
ル
ス

マ
ン
を
置
い
た
り
と
そ
こ
ま
で

申
し
上
げ
て
い
る
の
で
は
な

い
。
今
後
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
は

紳
装
も
も
っ
と
苦
し
く
な
る
可

能
性
も
あ
る
の
で
、
や
は
り
紳

装
の
自
助
努
力
が
必
要
だ
。
あ

ま
り
難
し
く
考
え
な
い
で
、
村

長
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
い
る

の
か
。

物産館マルシェ

第３回定例会（９月10日）

㈱蓬田紳装が開催したオーダースーツキャンペーン

県
内
市
町
村
に

　田
紳
装
を
宣
伝
で
き
な
い
か

　（
村
）県
内
町
村
長
あ
て
に
工
場
セ
ー
ル
の
チ
ラ
シ
を
送
っ
た

物
産
館
マ
ル
シ
ェ
で
ホ
タ
テ
を
商
品
と
し
て
並
べ
ら
れ
な
い
か

　（
村
）２
年
前
は
問
題
が
あ
っ
て
断
念
し
た
が
、
も
う
一
度
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

定
　
例
　
会

決
算
特
別
委
員
会

審
議
結
果

審
議
結
果

臨
　
時
　
会

臨
　
時
　
会

一
般
質
問

一
般
質
問

 議会だより 議会だより 
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目　次校外学習　10月15日
　　田小学校４年生27名が村の観光名所でもある

黒滝へ行きました。往復３時間の道のりを元気

いっぱい散策しました。

編

　集

　後

　記

　
２
０
２
０
年
９
月
、
本
来
な

ら
今
頃
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
話
題
で
持
ち

き
り
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

そ
れ
が
、
年
初
か
ら
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

影
響
を
受
け
開
催
が
１
年
延
期

と
な
っ
た
。
景
気
は
低
迷
し
、

様
々
な
経
済
対
策
を
打
ち
出
す

も
一
度
下
が
っ
た
も
の
は
な
か

な
か
元
に
戻
り
は
し
な
い
。
そ

ん
な
中
、
安
倍
総
理
が
持
病
の

悪
化
で
退
陣
し
、
菅
内
閣
が
誕

生
し
た
。

　
一
方
、
農
家
で
は
業
務
用
米

が
主
力
の
ま
っ
し
ぐ
ら
が
、
レ

ス
ト
ラ
ン
、
飲
食
店
の
営
業
自

粛
等
の
影
響
に
よ
り
、
過
剰
在

庫
と
な
り
米
価
が
下
落
し
た
。

す
で
に
来
年
度
は
さ
ら
な
る
下

落
が
必
至
と
さ
れ
て
い
る
。

　
す
べ
て
の
業
種
に
悪
影
響
を

与
え
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
、
せ
め
て
最
後
は
年
内
の
ワ

ク
チ
ン
完
成
と
い
う
明
る
い
話

題
で
締
め
く
く
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
吉
田
　
勉
）

皆さんの声を

お聞かせください

委 員 長：坂本　豊

副委員長：柿﨑裕二

委　　員：吉田　勉

委　　員：川﨑憲二

電話　0174－27－2111

　　　（内線900，901）

　村民の皆さんに伝わ

る広報、広聴広報の誌

面作りを目指し、ご意

見、ご要望をお待ちし

ております。

青森県　田村議会

広報編集委員会

■ 第３回定例会（令和元年度決算報告）・・P 2

■ 決算特別委員会審議から・・・・・・・P 4

■ 補正予算　９月議会で何が決まったの・・P 5

■ 一目でわかる審議結果・・・・・・・・P 6

■ ５議員の一般質問（あなたの声を村政に）・・P 8

■ 追跡あれから・・・・・・・・・・・・P18

　
郷
沢
川
に
か
か
る
浜
田
橋
の
海
手
の
擁
壁
が
倒
れ
か

か
っ
て
い
た
箇
所
約
25
メ
ー
ト
ル
を
改
修
工
事
し
ま

し
た
。（
令
和
２
年
度
当
初
予
算
で
可
決
）

　
昨
年
度
工
事
は
終
了
し
て
い
た
国
道
２
８
０
号
線
か
ら

瀬
辺
地
広
瀬
地
区
農
村
公
園
へ
続
く
避
難
道
約
45
メ
ー
ト

ル
が
村
道
７―

３―

12
号
線
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

◀◀ 傍聴をお待ちしています ▶▶

　村政の主役は、村民のみなさんです。

議会だよりでは、スペースの都合上、要

約してありますので、村の今とこれから

をよく知るには、臨場感のある傍聴がイ

チバン！

　12月定例会は、12／８開会予定です。

役場２階でお待ちしています。

― お詫びと訂正 ―

　前号よもぎた議会だより第202号

17ページ農業用機械導入支援事業の

募集状況で数字に誤りがありまし

た。お詫びして訂正いたします。

正　　 19件

誤　　119件

郷
沢
川
護
岸

改
修
工
事

３
０
５
万
円

広
瀬
地
区
避
難
道

追跡 あれから・・・


